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〔主催者挨拶〕 

実行委員長  平山 健一 

 

皆さん、こんにちは。北上川

流域圏フォーラム実行委員会の

平山健一です。 

まさに展勝地は北上川の市民

活動のホームグラウンドであり、

毎年、市民の皆さん・行政の皆さんが一同に会して

北上川「流域圏」推進交流会議を続けてまいりまし

た。今年もこのように沢山お集まりをいただき誠に

ありがとうございます。 

国土交通省東北地方整備局河川環境課長の齋藤茂

則様、北上市企画部政策企画課長の斎藤昌彦様には、

この後のご挨拶をよろしくお願いします。また本日、

情報提供、活動報告をしていただきます皆様、ご苦

労さまですがよろしくお願いします。 

本日の参加者には交流会の初代代表の新井さん、

平成７年頃から永い間、お世話になってきた元胆沢

ダム工事事務所長の井山さん、元岩手工事事務所長

の北川さんもお見えになっています。沢山のご紹介

したい人がいますがこのあたりで止めさせていただ

きたいと思います。本当に皆さまには何時もご参加

をいただきありがとうございます。 

我々が北上川の市民活動をスタートしたのが平成

７年で、「北上川流域連携交流会」という北上川流域

全体の市民団体がまとまって組織を作りました。 

最初の活動は「リバー・マスター・スクール」とい

う川の学校を作って沢山人材を養成する等、流域の

活性化に貢献して来ましたが、20 年という時間の中

でいろんなことがありました。最近は流域全体を見

据えた広域にわたる活動がだんだん弱まってきて、

流域連携を目的にしていた我々にとっては物足りな

い状況が続いておりました。 

６年前に展勝地の軽石さんの呼びかけで、昔の仲

間を集めて「川の友、船の友の集い」が開かれまし

たが、この集まりが契機となって再び流域の絆を強

めたいという我々の気持ちに火をつけることになり、

活動の再出発の大きなきっかけとなりました。 

平成 26 年には官民の川の仲間を中心にして、新た

な「北上川流域圏フォーラム実行委員会」が結成さ

れ、北上川「流域圏」の活動が再び始まり、その後、

集まりの名称を「北上川流域圏推進交流会議」とし

て、市民団体を中核にした広域的な市民活動の支援

と行政との交流を続けておりますが、今年は軽石さ

んが提案されてから、ちょうど７回目を数えます。 

実行委員会では、年に１回、本会議の開催、ホー

ムページを運用して連絡や情報提供の行う外、「かわ

街づくり」のシンポジウムを企画する等の事業を行

っていますが、今年度はもう少し原点に戻って、舟

を使って流域内の結びつきを強化するために、「川で

つなぐ交流促進事業」を始めました。 

上下流を結ぶ大掛かりな舟下りは、軽石さんや北

上川サポート協会が企画して、平成 15 年にひらた舟

を復元して、ここ展勝地から石巻まで往復するイベ

ントがありましたが、それ以来、上下流を結ぶ大が

かりな川下りはありませんでしたので、今年は久し

ぶりに盛岡から石巻を目指して川の現状を把握する

ため試験的な川下りを試してみました。 

後ほど「意見交換」の中でその様子を報告してい

ただきますが、これは次年度も続けたいと予定の事

業ですので、積極的なご意見をいただければと思い

ます。 

さて最近の流域の市民活動ですが、この度、北上

川サポート協会、北上川フィールドライフクラブの

白⏿誠一さんが、それぞれ岩手日日新聞・文化賞を

受賞しました。また地域の活性化に水辺を活用した

いという盛岡市、石巻市の経済界・商工会の皆さん
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の盛り上がり、北上川舟運の歴史文化が専門の博物

館の皆様の多様な企画等、いろいろなうれしい動き

がありました。 この様に川に関わる市民の関心は、

これまでの治水、利水、環境といったどちらかとい

えば「守りの活動」から、街づくり、環境･防災教育、

観光、文化、遊びなど、川の様々な側面に広がって

おり、川の応援団は流域社会に沢山いることに気が

ついた１年でもありました。  

これからは「みんなの川」である北上川のあり方

について、いわゆる直接の受益者だけでの議論では

なくて、もっと幅広い利用者を含めて、総合的に、

多面的に考えていかなければならない時が来ている

ように感じます。 

私自身も、もう年をとってあまり川には行けない

ですが、できるだけ多くの団体を訪問することに努

めて、川の愛好者を発掘し、現場の課題を学びなが

ら、社会全体がもっともっと川に関心を持ってもら

うということに努めて参りたいと考えているところ

です。 

川のへ関心の高まりは、地域防災体制の強化や温

暖化による水需要の変化への対応という点でも幅広

い議論の場を提供することにつながることは言うま

でもありません。 

最後に、会の運営につきましては、東北地域づく

り協会の公益事業の補助や会員の皆様からのご寄付

を財源にしておりますが、国土交通省の各事務所、

岩手県、宮城県からも様々なご支援をいただいてお

り、この席をお借りしてお礼を申し上げたいと思い

ます。また事務局の皆様にはいつも献身的な活動、

貢献をいただき有り難うございます。 

今日の会議が、お互いの絆を更に強めていただく

機会になれば幸いです。 

皆さん、活発な議論をよろしくお願い致します。 

 

 

 

〔来賓挨拶①〕 

東北地方整備局河川環境課長  齋藤 茂則 氏  

 

まず、今日この会に参加さ

せていただきまして、誠にあ

りがとうございます。 

日ごろから私どもの河川

事業にご理解と連携を賜っていること、そして何よ

りも皆様が活動いただき、地域の方々との連携が深

まっていくこと、輪が広がっていくことに深く感謝

を申し上げます。 

今年の話題となるのは、先般の台風 19 号かと思い

ます。 

昨年度も西日本で大きな被害が発生したのですが、

今回の東日本の浸水面積がそれを上回る浸水面積だ

ったこともあって、甚大な被害を被っているところ

です。 

これから本格的に復旧が進んでいくわけですが、

その中で治水といえば堤防を上げる、川幅を広げる、

いろいろそういうハード的な話が話題になります。

もちろん、ハード的な対策も大事です。 

加えて、最近では関係機関による減災協議会とい

うことで、｢逃げる｣ことを意識して、地域の皆様に

も知っていただくいろいろな活動に取り組んでいま

す。 

そういう活動の他に、治水対策というハード、ソ

フトだけではなくて、最近の話題でいいますと、耳

慣れないかもしれませんが、エコ-DRR（「生態系を活

用した防災・減災（Ecosystem-based disaster risk 

reduction；Eco-DRR）」）というような言葉が出てき

ています。流域の生態系が持つ効用を用いて減災を

しましょうというような話があります。 

これは国交省などいろんな組織が取り組みはじめ
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てきています。イメージ的には里山の河川において、

例えば川の脇の樹木、通常であれば河畔林として生

態系に寄与している。ただ、いざというときは、川

が氾濫するときは減水効果を持つなどです。その意

味合いとして、治水に対して流域としての取り組み

がやはり大事になってきていること、また、流域に

住む皆様にこれを知っていただいていくことが大事

になってきていると思います。 

この場で私の前任が話をしてきているかと思いま

すが、例えば、河川を基軸として、地域の活性化等々、

環境の保全を進める生態系ネットワーク、それから、

川づくりを通して地域と地域振興に寄与するかわま

ちづくり等、鋭意進めているところです。 

かわまちづくりに関しては、北上川では石巻、盛

岡で取り組ませていただいていますが、今後、一関

市も手を上げており、申請を進めてきているところ

です。 

これらも一緒になってまた進めたいと思っていま

すし、皆様と一緒に河川管理者というパートナーと

いうことで取り組んでいる、河川協力団体制度、こ

れもまた引き続き進めていきたいと思っています。

今、東北で 59団体ありますが、その三分の二以上の

20 数団体は北上川流域で、やはりこの北上川に住む

皆様の活動はすごいなと思います。 

そのような取り組みも進め流域と連携しながら、

治水にも取り組んでいきますので、引き続きよろし

くお願いしたいと思います。 

最後になりましたが、本日この会ご尽力いただき

ました平山実行委員長、実行委員の皆様、それから

今日参加いただいた皆様に感謝しまして、私の挨拶

といたします。 

本日はどうぞ、よろしくお願いします。 

 

 

 

 

〔来賓挨拶②〕 

北上市企画部政策企画課長  斎藤 昌彦 氏  

 

本日は市長にご案内を

いただきましたが、公務出

張で不在なため代理で私

が出席させていただきま

すので、よろしくお願いします。 

この会議が、毎年この展勝地に集まって開催して

いることに対して、本当に感謝申し上げますし、市

としても歓迎しています。 

ここに広がる展勝地公園、再来年に開園 100 周年

を迎えるにあたり、市民の方々と一緒に盛り上げて

いこうと、結構前から準備を進めてきており、最近

目に見えて準備が進んできています。 

お気づきになった方もいるかもしれませんが、ま

ず、そこにあるＳＬの向きが変わって、場所が変わ

りました。ＳＬを移動させて、そこに新しい広場を

作るということで、秋に地域の保育園の子供達と一

緒にＳＬをぐっと引っ張って移動するというイベン

トをしたところです。 

あともう一つ、ここの駐車場の北側にひらた舟が

ありました。そこになくなったのにお気付きになっ

た方もいるかと思いますが、ひらた舟は昭和 62 年に

作った天神丸。ちょっと傷みはありましたが、お化

粧直しをして縦に半分に切り、ここの上にある市立

博物館のテラスに展示しています。舟の上にあがっ

て見ることも出来るという立体的な展示として再活

用しています。 

その展示に合わせて９月 21 日から、残念ながら明

日で最後ですが、特別展「北上川舟運と海」という

タイトルで開催しています。ひらた舟はずっと外の

テラスに展示しており、いつでも乗船できますので、
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機会がありましたら是非行って見ていただけたらあ

りがたいと思います。 

本日は、北上川流域の様々な状況についてご紹介

いただけるということでしたので、事例を勉強させ

ていただいて、今後の北上川の活動に活かしていけ

ればいいなと思っています。 

よろしくお願いします。 
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流域活動発表① 

「故郷の川を愛する子どもの育成を目指して 

～自然体験の中から学ぶこと」  

  石巻市立湊小学校 校長  坂本 忠厚 氏  

 

湊小学校は石巻のち

ょうど北上川の河口に

あり、石巻の一番東側の

ほうにある学校で、全校

児童 136 名です。震災前

は 500 人近く児童がいましたが非常に被災が大きな

ところで、２つの学校が統合しました。今は、その

中で地域の復興と子どもと共に新しい街づくりとい

うことで考えています。 

学校のすぐ近くを流れる北上川。“ふるさとの川を

愛する子どもたちを、自然体験を通して育んでいき

たい”これをひとつの学校教育の柱として考えてい

ます。 

お配りした資料には、実際に活動を行った、石巻

の近くの石井閘門の近くのカヌー体験、それから登

米市で行った北上川の川下りの様子を写真で掲載し

ていますので、そちらをご覧ください。 

今日は２つ、今お話した５、６年生を対象にした

石井閘門でのカヌー体験の様子。 

その日、東北放送でテレビ放送していただいたので、

それをまずご覧いただきたいと思います。 

―― 動画再生 ―― 

 

それからもう一つ、私は現在湊小学校に勤めてい

ますが、震災時は、石巻市の教育委員会に勤めてい

まして、その中で今日も来ている新井さんにいろん

な形で協力をいただきました。 

新井さんの活動について、特に震災後の取り組み

を中心とした紙芝居を作成して、昨日も学校の５年

生の前で読んできましたが、いろんな形で、啓発し

ているところで、今日は皆さんにその紙芝居をご覧

いただきたいと思っています。 

具体的には３月 11 日の東日本大震災の後、すぐ、

その直後の 7 月に石巻市立の荻浜小学校という、非

常に被災の大きなところで、夏休み前の 7 月に子ど

もたちを海につれてカヌー体験をさせたということ

です。それについての経緯についてまとめましたの

でお聞きいただきたいと思います。 

 

―― 朗読 ―― 

【波を乗り越えて、カヌーにかける熱い思い、水平

線の向こうには輝く未来がある。 

これは、海と共に生きてきた、浜の子どもたちに

カヌーを通して希望を与える。 

新井偉夫さんの小さな挑戦のお話です。 

今から 20年前のことです。 

北上川上下流交流会というお祭りに参加した新井

偉夫さんは、生まれて初めてカヌーに乗りました。 

簡単そうに見えたものの、実際に乗ってみると大

違いです。 

グラグラして立つこともできず、オールを動かし

ても思ったように進みません。 

新井さんはスイスイと進む他のカヌーを羨ましく

見ていました。 

「大人でも難しいな。」 

その時、新井さんは長年考えたことが、ふと頭に

浮かびました。 

｢これを子どもたちにやらせてみたらどうだろう

か。｣ 

学生時代に卓球やバスケットに取り組み、スポー

ツ好きの新井さんでしたが、カヌーには今までにな

い魅力を感じたのです。 

早㏿講習会に参加し、小型船の免許を取りながら、

カヌーの技術を学び始めます。 
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新井さんは、子どもたちが自然の中で遊ぶ機会や、

みんなで協力してがんばりぬくことが少なくなって

いることを心配していたのです。 

カヌーを体験することで、子どもたちは大自然に

触れ、協力し合わなければならないことを学ぶはず

だ。 

カヌーを通して子どもたちを逞しく育てたいと考

えた新井さんの思いは地元の新聞で紹介されました。 

すると近くの学校から、授業の中でカヌー体験を

取り入れたいという話があり、それを機に市内の学

校にも少しずつ広まっていきました。 

最初は怖がっていた子どもたちは基本から学ぶこ

とで、みるみる上達していきました。 

しかし、勝手に動いたり、無茶をするとカヌーは

転覆してしまいます。 

転覆したのは自分の責任、起き上がるのも自分の

責任です。 

カヌーは面白さも、厳しさも教えてくれるのです。 

子どもたちの行動をやさしく見つめる新井さんは、

怒ることはしません。 

失敗してもほめるのです。自分が失敗した体験は、

自分の力になることを知っているからです。新井さ

んの下でカヌーを体験した中には、地元の高校で本

格的にカヌーを学び、全国大会に出場した選手もい

ました。 

活動の場所を学校だけでなく、地域にも広げた新

井さんは、2000 年から子どもサミットを立ち上げ、

カヌー体験を通して子どもたちの発表と交流の場を

作りました。 

多くの友達をつくり、みんなの前で自分の思いを

発表することは子どもたちを大きく成長させました。 

サミットで自信をつけた内気な女の子は、中学校

の言論大会に出場するようになりました。新井さん

の活動は、いつも順調だったわけではありません。 

カヌーを体験したことのない子どもや、保護者の

中には、 

｢怪我をする｣｢カヌーをやると服が汚れる｣ 

と、嫌がられることもありました。 

たくさんチラシを配って張り切って待っていても、

参加者が数人ということもありました。それでも新

井さんは“たった一人でもカヌーを体験したことは、

その子の力になる”ということを信じ、地域に呼び

かけ続けました。 

カヌーの活動も、やっと調子づいてきた 2011 年 

３月 11 日。いつもと変わらない一日が始まりました。 

午後、新井さんは市役所の中で打ち合わせをして

いました。 

｢どどどどどどーん、どどどどどどーーん。｣ 

２時 46 分、突然大きな揺れを感じました。 

これまでにない長い揺れでした。 

これはただごとではないぞ、きっと大津波がくる。 

車を駐車場においたまま、自宅に戻ろうとすると

また大きな揺れがきました。 

やっとのことで外に出ると、新井さんは羽黒山と

いう高台にあるおばさんの家に避難しました。 

新井さんは今から五十年以上も前に、三陸沿岸を

襲ったチリ津波を牡鹿半島で体験しました。 

真っ黒になった引き波が、音を立てて沖に吸い込

まれていく様子を目の前で見ました。 

｢津波はなんと強い力を持っているのだろう。自然の

前に人間は何も出来ない。｣ 

そのときの怖さは今でも忘れることはありません。 

石巻市内には大津波警報のサイレンが鳴り響きま

した。 

新井さんは雪が降る中、周りで何が起きているの

か全くわからず、部屋の中にいました。ラジオの声

だけが聞こえる中で、静かに夜を迎えました。 

新井さんは恐る恐る外に出てみると海のほうは真

っ赤に燃えています。 

人々の悲鳴も聞こえました。 
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これはいったい夢なのか現実なのかもわからなか

った新井さんは、とにかく 

｢朝になってほしい、朝になってほしい｣ 

とだけ祈り続けました。 

次の日の朝、街は別世界でした。新井さんは声も

出ませんでした。 

それからは、寒さと空腹を我慢する日が続きまし

た。 

新井さんは自分の家に戻ると、市内を回りながら

被害の大きい人達を手伝ったり、食べ物を振舞う炊

き出しを行ったりしていました。 

みんな、その日を精一杯生きるだけでした。 

あの震災から４ヶ月ほどたったある日のことです。 

新井さんは海のそばにある、石巻市立荻浜小学校

の校長先生から相談をうけました。 

その学校では、毎年夏休みに学校に泊まり、釣り

や海水浴をするサマーキャンプを行っています。 

子どもも大人もとても楽しみにしている行事です。 

しかし、今年は今までとは違います。 

海岸近くの家はほとんど流され、その後には舟や

車も積み上げられています。 

人は歩くこともできません。 

みんなの大好きだった海は、沢山の命や家を一瞬

のうちに奪ってしまったのです。 

校長先生は新井さんに向かって静かに言いました。 

「新井さん、こんなときになんだが、子ども達を海

に連れて行って、カヌーに乗せてやりたい。まだま

だ荻浜は震災の後も残っているし、みんな大変な生

活をしているのはわかる。海を見るのさえ怖い人達

もたくさんいる。それは十分にわかっている。でも、

新井さん。」 

校長先生は荻浜の波にもまれ、潮にもまれながら

育った子ども達の何人かは、そしていずれはほとん

どの子ども達が、この土地を離れなければならない

ことを知っていました。 

故郷の海は怖いという気持ちのままで、よその土

地に出したくない。 

校長先生の子ども達への思いは新井さんにも伝わ

りました。 

｢やりましょう！｣ 

と新井さんはきっぱりといいました。 

新井さんもあの津波は本当に悲しい出来事だった

けれども、子ども達はこれを乗り越えて生きていか

なければならないと考えていたのです。 

しかし、新井さんには不安なこともありました。

浜に残っている沢山の物はどうしたらよいだろうか。 

次の日、地元の人に相談すると二つ返事で答えて

くれ、さっそく片付けの作業が始まりました。 

遠くから来た多くのボランティアさんも手伝って

くれました。 

浜はみるみる綺麗になっていきました。 

新井さんには、もう一つ不安なことがありました。 

子ども達や親の皆さんは、津波のあったばかりの

海の上でカヌーに乗ることをどう思うのだろうか。

新井さんは不安でいっぱいでした。 

｢反対されるだろうか。もしかして、きついお叱りを

うけるかもしれない。｣ 

と覚悟して親と子ども達の前で自分の思いを正直に

語りはじめました。 

すると、新井さんの心配をよそに、親の方達から 

｢お願いします、新井さん。新井さん、子ども達を参

加させてください。｣ 

という声が聞こえたのです。新井さんは一瞬戸惑っ

てしまいました。 

親の人たちは続けました。 

「私達はこの震災で多くのものを無くしました。で

も、今ここにいます。私達は生かされたと思ってい

るのです。子ども達にももう一度海が好きになって

もらい、この桃浦湾を元のように元気な浜にしてほ

しいのです。」 
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新井さんは驚きと嬉しさで胸がいっぱいになりま

した。 

｢よし！やるぞ！｣ 

７月 21 日、桃浦湾には４か月ぶり大きな歓声が響き

渡りました。 

子ども達の笑い声です。みんなで力を合わせてカ

ヌーを動かす姿は真剣そのものです。 

本当に久しぶりの浜の賑わいでした。 

岸壁から見つめるたくさんの人達もちょっと笑顔に

なりました。 

４カ月前のあの日、浜を飲み込んだ真っ黒な海は、

あの日を忘れたかのようにどこまでも青く広がって

います。 

｢やってよかった。｣ 

新井さんは校長先生と目を合わせてうなずきました。 

そして、海の中でカヌーに乗っている子ども達に

向かって、心の中で呼びかけました。 

「おーい、よく聞けよ。石巻は海と川の街だ。自然

の力はすごいぞ、強いぞ。でも、負けるなよ。みん

なで力を合わせ、今みんなが乗っているカヌーのよ

うに、海の上を駆け巡るんだ。」いーちに。いーちに。

いーちに。いーちに。｣ 

子ども達の元気な掛け声が、湾の中いっぱいに響き

渡ります。 

新井さんはいっそう優しい眼差しで子ども達を見

つめていました。 

いつまでも、いつまでも、見つめていました。】 

―― 朗読 ―― 

 

というお話です。 

このような実践、それから新井さんの活動等を通

しながら、学校から地域に「川の大切さ、そしてこ

れから子ども達の未来」ということを発信していき

たいと考えています。 
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流域活動発表② 

「胆沢ダムを活用した広域による体験型観光の推進」 

奥州市商工観光部商業観光課 

課長補佐  小山 和彦 氏  

 

本日「胆沢ダムを活用

した広域による体験型観

光の推進」ということで、

現在進めています業務の

説明をしたいと思います。

胆沢ダムの概要と課題から、本年度の取り組み状況

といったもので進めたいと思います。 

始めに胆沢ダムの概要と課題です。 

胆沢ダムについてはご存知の通り、平成 25 年に完

成した、わが国最大級のロックフィルダムです。 

ダム湖周辺の奥州湖では、焼石ビーチラインや、

栗駒焼石ホットラインと共に、四季折々、癒しと空

間を提供しています。 

このように豊かな自然を有する胆沢ダム及び奥州

湖周辺は、観光地としても高い潜在能力を秘めてい

る所です。 

しかし、現段階ではこれらをうまく活用した観光

開発にはいたっていない状況です。 

このような現状を踏まえ、奥州市では奥州市観光

基本計画の見直しを行いました。 

この見直しについては、これまでの取り組みの反

省、社会情勢やニーズの変化、新たな計画との整合

性といったことを加味した上で、平成 29年度に見直

しを行いました。 

見直し後の観光基本計画では、観光を核とした交

流人口の拡大による関連産業の活性化を目指すとし、

その中で、胆沢ダム、奥州湖を活用した観光開発の

強化を見直しの重点ポイントとして位置付けており

ます。 

奥州湖周辺の自然を活かしたカヌーとか登山・キ

ャンプ・釣り等の自然体験メニューについては、特

に推進していく必要があり、併せて他の観光地との

ネットワーク化を図りながら、推進していくことに

より交流人口の増加、または地域の活性化を図ろう

とするものです。 

具体的な取り組みを検討するにあたりまして、今

一度胆沢ダム周辺における市の施設の位置を確認し

ていただければと思います。 

胆沢ダム周辺の施設整備については、馬留広場や

カヌー競技場といったものが概ね一定の整備を終え

ています。 

今後はこれらの施設を最大限活用するという取り

組みが重要になっています。 

そこで市では、以前国交省のダム学習館で、現在

は奥州湖交流館ですが、ここを胆沢ダム周辺におけ

る各種体験活動などの普及や情報発信といった観光

拠点施設に位置づけることとしています。 

奥州湖交流館の位置付けです。奥州湖交流館が観

光拠点施設という位置づけを明確にし、今年度から

は特に体験型観光といったものを確立すべく、取り

組みを進めようと検討していたところです。 

しかし、ここで大きな問題として、新たな体験型

観光を推進するためには、どうしても新たな財源の

確保といった部分が課題となりました。 

それを検討するにあたって、財源確保にあたり奥

州市では奥州市、北上市、金ケ崎町、西和賀町の２

市２町において、定住自立圏といったものを平成 27

年９月に形成しています。 

この定住自立圏の共生ビジョンによって広域観光

の推進といったものを掲げておりますが、具体的な

事業には至っていない状況でした｡ 

そこで、ダム流域連携･広域ウォーターランド構想

といったものを掲げ､取組みを進めていこうとする

ものです｡ 
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このような形で圏域内における連携事業に対し、

国からの特別交付税といったものを財源にして取り

組みを進めようとするものです。 

初めての試みとなる今年度では、奥州市の胆沢ダ

ムと、西和賀町の湯田ダムにおいて取り組みを進め

てきました。 

将来的にはこの胆沢ダムと湯田ダムを両極に、そ

の中間に位置する入⏿ダムと千貫石ダムを流域のひ

とつのウォーターパークととらえて、各ダムの優位

点をつなぐと共に、和賀川、胆沢川、北上川、さら

にその水源地である奥羽の山々を含めた、広域アク

ティビティウォーターランドとしてカヌーやラフテ

ィング、サップ、トレッキング等の体験プログラム

とツアーを実施できればと考えているところです。 

今一度ここで、広域連携の利点です。広域連携の

利点は 胆沢ダムの優位面と湯田ダムの優位面をつ

ないで連携することで、長い観光期間と多様で新し

い体験観光を広域で実現しようとするものです。 

具体的に今年度の部分ですけども、胆沢ダムにお

いては、体験型観光を行える期間は５月下旬から９

月初旬までの約３ヶ月半と短い期間となっています。 

一方、湯田ダムにおいては４月、５月に見られる

水没林や新緑、10 月の紅葉は有名で、春と秋の水上

観光の魅力は高いものとなっています。 

また一方で、夏の渇水期における湖面利用が進ん

でいないということがありました。 

そこで胆沢ダムと湯田ダムが連携し、双方の利点

をつなぎ、マイナス面を補うことで春から秋までの

長い間、多様化するウォータスポーツに対応した体

験メニューを充実させることによって交流人口を増

やすと共に、観光客の増加とリバーガイドなどの定

住化にもつながるといった広域連携の利点があると

考えているものです。 

このような構想のもと、今年度、胆沢ダムにおき

ましては、カヌーや E ボード体験を全 27 回、ラフテ

ィング体験会を 30回、サップ体験会のほかレスキュ

ー講習会など９回、全部で 66回実施しまして、延べ

546 名の参加者が胆沢ダムの魅力を肌で感じていた

だきました。 

今後、これらの体験に加え、トレッキングや登山

なども取り入れると共に、胆沢ダムの魅力を発信で

きる人材の育成と確保に努めていきたいと考えてい

るところです。 
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流域活動発表③ 

「サマーチャレンジ奥州 2019  

つぶ沼キャンプ場カヌー体験」 

公益社団法人 水沢青年会議所 

副理事長  浅利 祐輔 氏  

 

このサマーチャレンジ

というのは、水沢青年会議

所の最近の看板事業にな

っており、例年であれば奥

州市の５つの旧市町村を

約全長 60km を見て歩いて、３泊４日かけて歩いて、

その中にカヌー体験とか、その他もろもろとか、そ

の一部としては今年はつぶ沼キャンプ場に来まして、

カヌー体験させていただきました。 

事業の趣旨としては、｢未来を担う奥州地域の子供

達に、親元を離れて日常では得られない実体験や挑

戦の場を創出し、心身の健全な成長を促し、郷土の

豊かな自然と触れ合うことの感動、仲間で行動する

ことの楽しさ、チャレンジ精神の大切さを感じても

らう機会を創出｣するものです。 

先ほどの 60km 歩く体験を、今年はちょっと主旨を

変えまして焼石岳登山で１日目計画して、その２日

目にカヌー体験し、郷土の大自然に触れていただく

ことで郷土愛を醸成するというところを主旨として

います。 

郷土愛溢れる心豊かな人材を育成することの実体

験の機会は、次世代のその地域の人材育成の礎とな

り、明るい豊かな社会の構築の一助に至ることを確

信しています。 

概要として、奥州市の小学校４年生から６年生ま

で計 30 名を対象に、つぶ沼キャンプ場で開催してい

ます。 

つぶ沼キャンプ場のすぐ隣につぶ沼があり、立地

としても非常に良かったところで、岩手流域ネット

ワ－キングにご協力いただいています。 

このような形のつぶ沼になっています。 

当日は、Ｅボートを使用しまして、子供達を乗せ

て体験会を行いました。このようなかたちで子供達

も自分で漕いで笑顔溢れる楽しい体験会となりまし

た。 

時間はたっぷりとっていましたので、子供達は気

の向くままにボートに乗って遊んでいましたが、例

えばこのように飽きてしまって、自ら川や沼に、飛

び込んで、わざとボートを転覆させようと企んでみ

たりとか、非常に各自で楽しんでいます。 

事前に安全講習を行っていましたので、このよう

にライフジャケットも着用していますので、とても

安心して安全に体験会を行うことが出来ています。 

中には、川エビですとか虫とり、こちらの方で遊

んでたりする子もいまして、自然に触れて楽しく遊

んでました。 

最後のほうには、子供たちみんなで昼食にカレー

を食べて、思い出話とか花を咲かせて、前日に、初

めて会った子供達同士ですが、次の日には完全に打

ち溶け合って、仲良くすごしています。 

カヌーをした感想として、ほとんどの子供達がカ

ヌー体験は初めてだったが、とても楽しく過ごした

ということでしたし、友達も一緒に協力することで

たくさん出来ましたよ、というところもアンケート

で頂いています。 

同時に、初めての体験を踏まえて、｢奥州市の良い

ところも沢山見つけることができました｣ 

という感想もいただいています。 

簡単ではありますが、以上で、説明を終わります。 

今後も水沢青少年会議所の｢明るい豊かな社会の

実現｣のため、地域の活性化そして青少年の健全育成

に寄与して参りたいと思います。 

今後ともご協力のほどよろしくお願いします。 

流域活動発表③ 
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1

サマーチャレンジ奥州2019
つぶ沼キャンプ場 カヌー体験

公益社団法人

水沢青年会議所

趣旨

• 未来を担う奥州地域の子どもたちに親元を離れ日

常生活で䛿得られない実体験や挑戦の場を創出し

心身の健全な成長を促し、郷土の豊かな自然と触

れ合うことの感動、仲間で行動することの楽しさ、

チャレンジ精神の大切さを感じてもらう機会を創出

する必要があります。

趣旨

• 郷土愛溢れる心豊かな人財を育成するこの

実体験の機会䛿次世代の奥州地域の人財

育成の礎となり、明るい豊かな社会の構築の

一助になると確信しております。

事業概要

• 奥州市の小学校4年生から6年生の計30名を
対象に奥州市つぶ沼キャンプ場にて開催。

• 実施日時：8月11日(日)

• 協力：一般社団法人いわて流域ネットワーキング
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3

子供たちの感想

• 今回カヌーをした感想䛿？

とても楽しかった ２９人

• 友達が増えたり、一緒に協力すること䛿出来ました
か？

たくさんできた ２６人

• 奥州市のいいところ䛿見つけましたか？

たくさん見つけた ２４人

今後も水沢青年会議所䛿、

明るい豊かな社会の実現の為

・地域の活性化

・青少年の健全育成

に寄与してまいります。
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流域活動発表④ 

「私䛿如何にしてお金の心配をするのをやめて 

西和賀を愛するようになったか」  

ネビラキ  瀬川 瑛子 氏  

 

先ほど奥州市の方

が発表してくださっ

た、奥州市と西和賀町

が連携して広域で水

辺のアクティビティ

を盛り上げていきましょうと話に出た西和賀町から

来ました。ネビラキという団体は、夫と２人で立ち

上げてまだ半年で、事業規模も小さく、活動を紹介

してくれといわれても専門性の高い皆様の前でいっ

たい何が話せるのか。また私は元々超インドア派で

アウトドアも詳しくないし自然のことも勉強中です。

カヌーを漕いでお客さんを案内していますが、カヌ

ーもまだ練習中で大して何も話せないので、そもそ

も東京出身のインドア派の私が、なんで西和賀でカ

ヌーをやってるのかということをお話できればと思

います。 

 

まず、ネビラキの前に私の紹介になりますが、原

体験として元々両親が岐阜の出身で、夏になると岐

阜に遊びに行って岐阜城のある金華山に登り、長良

川で泳いでいました。私が小学校くらいのときに長

良川に河口堰の建設案が持ち上がり、反対デモに親

に連れられていき、その頃なんとなく自然保護とい

うものに興味を持ち始めました。 

出身は東京ですが、野川公園や井の頭公園、多摩

川上水とか身近に自然が沢山ありまして、学校で鮭

のイクラをもらってきて、孵化させて稚魚を野川に

放流するとか、鮭が帰ってきたのを見たことは無い

ですが、そういう小学生時代を過ごしました。 

大学生時代、2004 年に日中の民間技術協力で水問

題を解決していきましょうという趣旨で、日中水フ

ォーラムが北京で開催されたときに学生団体として

参加して、向こうの学生達と一緒に北京の公園で水

質調査をして交流したり、北京の水源地である大同

市を訪問したりしました。大同市はモンゴル砂漠に

近く、水源地なのに水に恵まれていない土地で、10

年に１回大雨・洪水があり、後の９年は日照りが続

くような所です。自分達が水をまともに使えないの

に北京には水を送っている。火力発電もやっていま

すが、電力も自分達の町は停電するけど北京には送

り続けている。川は全部赤やグレーで、とにかく汚

染が酷い。そういう現実を見ると、｢うわー｣と思う

んですけど、中央に向けて地方が電力や水を送って

いる構図は日本も一緒だよねって。それで政府の力

ってすごいなって思って、環境省と農林水産省を志

望して、農林水産省に採用してもらいました。 

農林水産省に入ったは良いけれど人事⏿にいたの

で、食料の流域である生産現場と食卓をつなぐこと

をテーマに、農水省をさっさと辞めてしまいました。

その後、調理師学校に通って飲食店で３年くらい働

いて、イトーヨーカドーの PB食品をプロデュースす

るベンチャー企業に転職しました。気がついたら 10

年くらい、東京の都心部でずっと働いていました。 

東日本大震災があったとき、一斉にスーパーとか

から食料が消えて、頑張って働いていても物がなけ

れば、震災の時どうしたらいいのかわからない。こ

んな脆弱な生き方で良いのかなって思ったんですけ

ど、もはや東京で働いて一生懸命お金を稼いで、そ

のお金で自分の必要な物を買うことしか知らない人

間になっていて、不安を覚えながらもその道に邁進

していました。 

そんななか、なぜか突然岩手に来ないかと言われ

て【東北食べる通信】に転職しました。【東北食べる

通信】とは一次産業の農家や漁師のストーリーとそ

流域活動発表④ 
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の人の食材をセットにして、首都圏の皆さんにお届

けするサービスです。転職して最初に取材先で出会

ったハーブ農家の言葉が衝撃でした。「大学を出て農

家になるなんてもったいないという人がいるけど、

それは一体なぜなんだ。学校は社会の役に立つこと

を教える場所じゃないのか」。私の中にも、せっかく

親に大学まで行かせてもらったんだからそれに見合

った年収とか仕事をしなければならないという思い

込みがありましたが、この農家さんの言葉でその思

い込みから自由になりました。その後、いろんな農

家・漁師を取材しながら、どうやって生きていこう

かと考えていました。 

 

私が始めて西和賀に行った時、ちょうどこんなよ

うな感じ（夏の錦秋湖の写真）でした。春は水没林、

夏になると元の和賀川の跡が出てきます。幻想的な

ファンタジー映画とか撮れそうな所だなって、感動

しました。西和賀に行くと、エゾハルゼミの羽化を

２時間かけて見たり、モリアオガエルの産卵を見た

りして、親が私の小さい頃に自然観察会とかキャン

プで見せたかったこと、やらせたかったことって結

構この西和賀の体験と通じるものがあるな、大事な

ことって何なんだろうなと思い出すようになりまし

た。 

私瀬川瑛子と申しますが、夫と義理の両親のこと

をご存知の方も多いかと思います。瀬川さん家は奥

羽自然観察会などで、西和賀の豊かな自然をずっと

伝え続けてきてこれは本当に素晴らしいことです。

私も西和賀の自然をずっとつないでいきたいと思い

ますが、ではつなげていくには、自然を守るにはど

うしたらいいかといえば、そこに住むのが一番だと

思います。やっぱり外からではなく、住んでる人が

自然の豊かさを主張するのが一番強い。 

瀬川さんたちに連れられて冬に 30m 位の氷柱を見

に行ったり、ミズバショウやカタクリなどの美しい

景色を自然は惜しみなく見せてくれる。自然を見て

いたら、お金の為に働くのって結構馬鹿馬鹿しいな

というふうになってきてしまって。５年前の東京で

めちゃくちゃ働いてた頃の自分からすると、｢何そん

な甘いこと言ってんの！｣という感じですが、あんま

りもうお金のためにあくせく働くのってやだなって

最近は思うようになってしまいました。 

これは我が家の前から見える錦秋湖の景色です。

家にお風呂が無いので、いつも近所の温泉に入りに

行って、ビールを片手に帰ってくる生活がすごく贅

沢だな、と。ある冬の日には、家の前にどぶろくの

プレゼントがあって、「かさこじぞう」みたいなこと

もありました。 

 

本当に面白くて豊かな西和賀から、何で若者が出

て行ってしまうんだろうかと考えたときに、皆さん

収入が少ないとか、チャンスが少ないって言います。

私自身花巻で働いていましたが、やっぱり自分も西

和賀で仕事をしなきゃいけないと思って、夫と２人

でネビラキという団体を立ち上げました。 

ネビラキは、「西和賀の人、自然、文化、食、歴史

を新しい視点で面白がり、ここに生きることの豊か

さを考え、外に向かってゆるやかに開かれたふるさ

とづくりを目指します｣ということをミッションス

テートメントとしてやっています。ネビラキとは、

春に木の周りが雪解けしていく現象を言いますが、

こういう春の雪解けみたいな感じで、地域が緩やか

にひらかれていくイメージを重ねました。錦秋湖に

注ぎ込んでいる廻戸川の辺りと錦秋湖の辺りで主に

活動しています。 

今年の春は、｢春の水没林と芽吹きの観察ツアー｣

をやりました。春の雪解け水で錦秋湖が満水になっ

た時に、カヌーを出してその芽吹きをひとつひとつ、

｢あれはアカシデだよ｣とか｢ミネカエデだよ｣といい

ながら、お客さんを乗せるツアーです。地元の人に

流域活動発表④ 
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も来てほしいので早起きしたら思い切って 5,000 円

割みたいなことをやっています。あんまり来てくれ

ないけど、たまに来ると凄い感動してくれます。 

夏には、春カヌーで通った廻戸川の水位がぐわっ

と下がるので、そこを皆で歩きます。そうすると春

にカヌーに乗りに来たお客さんは、この目線のギャ

ップにものすごく驚いて、面白がってくれます。 

今年の秋は 10年に１度の満水だったので、今度は

いつもより目線が上がったところで紅葉を見る。四

季の変化が激しいので、西和賀町は面白いなと思っ

ています。 

先ほども申し上げたように半年前から始めたこの

事業で、まったく私もド素人なので「いわて流域ネ

ットワーキング」さんに育てていただいてます。カ

ヌー講習会を廻戸川でやっていただいたり、胆沢川

に個人的に練習しにいったり、レスキュー３という

のも受講しました。この写真が私ですが、この急流

に飛び込めって言われて、「死ぬ」と思ったんですけ

ど、皆ちゃんと飛び込んで対岸にいるんですよ。私

だけいつまでも飛び込まないわけにはいかないので、

仕方なく飛び込みました。飛び込んでみたら生きて

て、ちゃんと装備してプロがついててくれれば大丈

夫ってことが新しい発見で、川と言っても流れの緩

やかところもあれば、急なところもあり、どこでも

活動ができるようになりたいので、受けられる訓練

は受けようと思いました。 

やっぱり講習会を受けると、川に対する恐怖心が

薄らいで、もっと好きになれる。そういうのを繰り

返していくうちに、どんどん川の人間になれたらい

いなって思います。また、北上川ゴムボート大会に

スタッフとして参加させてもらって、経験を積ませ

ていただきました。 

 

カヌーの話に戻りますが、自分でやっていて言う

のもなんですけど、ツアーのやり方が面倒くさいん

ですよ。芽吹きの木を覚えて、カヌー漕ぎながら、

自然観察をする。お客さんに何を伝えたいんだろう

と思ったときに、木の名前を覚えてほしいとか、水

の楽しさを伝えたいだけでなく、自分たちが豊かだ

と感じるものをシェアして、一緒に時間を過ごすこ

とを大事にしています。このことは私達なりの「富

の再配分」だと最近考えています。 

 富の再配分ってなんぞやって話ですが、ある朝、

夫が起きて、「行政がやらないなら俺が富の再配分を

する」と言い始めまして、｢家にそんな富なんてない

でしょ、どこにも｣と聞いたら、「この景色だとか、

素晴らしい時間帯だとか、その花が一番輝く瞬間を

知ってるから、それをシェアするっていうことが自

分なりの富の再配分だ」って言うんです。こういう

ことを西和賀町でやっていくことによって西和賀の

豊かさというものを再認識できていったらいいなと

思っています。冬は錦秋湖のスノートレッキングと

か、先程の氷柱氷瀑ツアーを企画しています。 

ご清聴、どうもありがとうございました。 

流域活動発表④ 
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1

ネビラキ活動紹介

また䛿私䛿如何にして

お金の心配をするのをやめて

西和賀を愛するようになったか

2019.12.7 瀬川瑛子

原風景

学生時代
Key word
長良川、河口堰反対デモ、
玉川上水、野川サケの稚魚放流
日中学生水フォーラムin北京大同
利根川水系 新聞広告
屋久島
農林水産省へ

自然と人間の生活の折り合い

⏿と食卓をつなぐ、をテーマに
飲食店、食品ブランドプロデュースなど転々と、、、

霞ヶ関、銀座、赤坂、門前仲町等勤務で10年以上
東京で働く以外の道がわからない

東北食べる通信に転職して花巻へ

最初に出会ったハーブ農家の言葉

「『大学を出て農家になるなんてもったいない』って、なんだ。
学校䛿社会のために生きることを教えない」

大学を出たらこうあるべき、という思い込みからの脱却
農家・漁師の取材をしながら生き方について考えた

西和賀との出会い

エゾハルゼミの羽化、モリアオガエルの産卵、カルガモもわからない自分…
大事なことってなんだっけ

瀬川家との出会い
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2

輝きを惜しみなく見せてくれる自然に触れていたら
お金のために働くのがばかばかしくなってきた…

家の窓から見える景色

なぜ西和賀から若者が出ていくのか？
収入が少ない？チャンスが少ない？

西和賀で仕事をつくろう

2019年3月1日 ネビラキ立ち上げ

ネビラキ䛿、西和賀のひと、自然、文化、食、歴史を新しい視点で面白がり、
ここに生きることの豊かさを考え、

外に向かってゆるやかに開かれたふるさとづくりを目指します。

活動場所

東北の中心
西和賀町

河川で見れば和賀川流域
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3

春の水没林と芽吹き観察カヌーツアー リバートレッキング

カヌー講習会受講 byいわて流域ネットワーキング レスキュー3 㻿RT-1講習受講

・装備大事
・プロ䛿やっぱりプロ
・いざという時に、自分のできること、できないこと

北上川ボート大会お手伝い

自然観察？
自然体験？
アクティビティ？
アウトドア？

→参加者との対話、自分が豊かだと感じる
時間を一緒に過ごすこと

「富の再配分」
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4

おまけ

ホームページ https://www.nebiraki.world/

メール nebiraki0301@gmail.com

ご静聴ありがとうございました
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流域活動発表⑤ 

「石巻市・旧北上川における『かわまちづくり』の展望」 

株式会社 街づくりまんぼう 

課長  苅谷 智大 氏  

 

素晴らしい強烈なプレゼ

ンテーションの後で、大変

萎縮していますけども、私

からは一番最初に、湊小学

校の話がありましたが、そ

の湊小学校と同じ川沿い、旧北上川沿いのかわまち

づくりの話をさせていただきます。 

タイトルにもあるとおり、展望ということで、い

ままで発表のあった方のような沢山の活動の蓄積が、

まだ今回お話することはなくて、こちらは今年の夏、

堤防の話ですけども、 

｢これからできた堤防をこういうふうに使っていき

たいです。｣ 

という決意表明、意思表明だと思ってお聞きいただ

ければと思います。 

こんなに石巻の方いらっしゃると思っていなくて、

好きなこと言えば良いと思っていましたが。あくま

で私見としてお聞きいただきたいのですが、石巻に

は旧北上川と新北上川いう川が流れていますけども、

特に旧北上川について、これからお話するのは、か

わまちづくりを何のためにやるのか、いろいろある

と思いますが、石巻は川湊として江戸時代から発展

してきた町、その歴史を持つ石巻が、今回東日本大

震災の後に、特に旧北上川河口部は新しく堤防が出

来てきたので、その堤防を含む新たな川の風景を石

巻に住む方々、訪れる方々が、これは石巻のアイデ

ィンティだと思ってもらえるようにする、それがす

なわち町の復興でもあると思います。この新たな川

の町の風景こそが石巻の町の姿だと、15万人の市民

が思っていただくために、かわまちづくりを続ける

というのが私の思いです。 

いま申し上げたとおり、堤防が出来上がったばか

りで、堤防をつくる計画自体は震災前からあったと

思いますが、震災後計画を作る、こういったまちづ

くりをしていこうというのがあって、次に堤防を作

る。堤防を作るだけでなく、堤防を活かそうという

話がビジョンやコンセプトを作る中で出てきて、じ

ゃあこういう東屋を作ったほうがいいじゃないか、

こういう植栽をしたらいいじゃないかという話があ

り、実際に工事を進めて、堤防をどういうふうに何

に使っていくか、どういうふうな制度や仕組みが必

要か、それを持続的に回して行くためにはどういう

マネジメント制度とか、どういう人たちの力を借り

たらいいか、どういう取り組みをしていけばいいか

ということを、国、市、民間事業者それぞれでやる

のではなくて、官民が一緒になってやって進めてき

たというのが石巻の大きな特徴だと思います。 

そもそも石巻におけるかわまちづくりというのは、

震災をきっかけに堤防を造ることだけでなく、旧北

上川を流れてきて、左岸側の湊小学校、今私がお話

をする右岸側、中瀬だけではなくて、新井さんたち

がカヌーをしている石井閘門、そのあたりも含めた

かわまちづくりというふうに呼ばれています。 

震災前に元々川湊として発展してきた経緯もあっ

て、北上川の河口があって、中瀬があって、この辺

りの話ですけど、川の本当にスレスレまで建物が建

って、堤防がなかなか造れないような状態だったと

ころを、震災で海から遡上してきた、逆流してきた

津波で大きな被害を受けて、そこに堤防を造ってい

こうという計画が立ち上がったわけです。 

それは元々堤防を造るという話に加えて、川と一

緒に出来てきた町が、堤防が出来ることによってそ

の歴史や景観を途切れさせてはいけない。堤防が出

来ても、川が近くに感じられる町を川をつくってい
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きたいという、地元の方々の思いがあったゆえに、

堤防と一体になってまちづくりをどうにか進めてい

けないかというコンセプトがたったわけです。 

結果として、どういう堤防ができたのかと申し上

げますと、堤防の高さ TP 4.5ｍ、地盤面の高さが大

体４ｍくらい。当然これが建つと川が見えなくなっ

てしまいますが、ただその川に建物を᧿り付けて、

建物の２階の高さと堤防の天場の高さが同じくらい

になりますので、そこに上がれば川を望むことがで

きるという計画に至ったのです。                           

堤防ができるそのすぐ後背に再開発のビルや道の

駅のような生鮮市場を作って、そこの２階を堤防と

つないで出来たこの空間を、いろんな人が集まった

り、イベントを企画したり、場合によってはカフェ

みたいなものができたらいいなと思っています。

元々の石巻の川湊の姿とはたぶん全く違いますが、

新しい石巻らしい場所として活用していけるんじゃ

ないかとも思っています。いろいろな合意形成を経

て工事を行って、今このような形で、この部分、も

うちょっと上流の部分とか、河口の部分とか、まだ

工事が進められていますけども、一応堤防と建物が

つながるこの空間が今年の８月に完成をして披露目

されました。 

ただ堤防と川をつなぐ空間だけではなくて、石巻

市では、まず民間事業者で堤防に摺付くところに「い

しのまき元気いちば」という地元の野菜や水産加工

品であったり、お魚を買えるお店が整備され、その

南側には路線バスのロータリーや、一般自動車や観

光バスが止められる駐車場が整備されるなど、ここ

をまちの拠点として、川と一体となったまちづくり

を進めていく計画として進められていきました。 

国や市によって進められ、出来上がった場所をど

ういうふうに使っていくか、私達のような民間事業

者、市や国といろいろ協議をしながら検討している

ところです。 

この辺の仕組みは資料に目を通して見ていただけ

ればと思いますが、簡単に言うと堤防の上で、イベ

ントを開くこともいろんな手続きが必要になります

が、もっといろんな多くの人たちが、市民の方たち

や観光で来られた方も集まれるように、例えば先程

申し上げたように、オープンカフェだとか、石巻で

あれば牡蠣小屋だとか、そういう商売につながるよ

うなことをこの上でやっていくことができるという

仕組みや制度を活用しながら、今、ここの利用活用

を考えています。 

具体的には堤防の上を幾つかの区画に分けて、そ

こにお店を出したい事業者を石巻市で募集をして、

今年の夏からキッチンカーを出したり、オープンカ

フェのようなテーブルとか椅子を置いて供用を開始

したところです。 

そこにオープンカフェや商業施設、お金を稼ぐも

のを作っていいですよと許可を得てやっているわけ

ですが、収益を上げる施設が出来たら、その収益、

出た利益をその堤防だったり、公園だったりに再投

資して維持管理していってくださいという話という

ことで、商業施設を出せることになっていると思い

ます。ただこの場所の確かにロケーションは素晴ら

しいですが、そこにキッチンカーや牡蠣小屋などい

ろいろな商業施設を出したところで、そこで得た収

益だけでいろんなイベントの企画、芝刈り、街路灯

の維持などをしていくのはなかなか難しいです。本

来ならこういう企画を通して、アクションしてまた

再投資というサイクルがまわるようになればいいで

すが、なかなかやっぱりこの石巻、東北では難しい

のかなと感じています。 

このサイクルをまわしていくためには何が必要か、

お金があれば一番いいですけど、お金が生み出せな

いときに何が必要か、そこには石巻の方々、多くの

市民の方々がここに関わっていろんな物を企画して

いくという力が必要だと思っています。 
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今年の８月にここが使えるようになってから、少

しずついろんなイベントとか、お店も少し出ていま

すのでご紹介させていただくと、まずはいしのまき

元気いちば。すぐ後ろに出て、お店のところで秋刀

魚を焼く BBQ を始めました。 

これ、ただ焼いてお渡しするだけじゃなくて、秋

刀魚は取っていってください、自分達で焼いてくだ

さい、そしたら安くなりますという形で行われまし

た。 

商売ではないですけど、堤防の上で音楽祭。これ

は街中全体で行われる音楽祭、いくつもステージが

あり、そのうちの一つが堤防でマンガの「ブルージ

ャイアント」のようなイメージで使われました。 

資料では真っ黒でちょっとわかりませんが、この

白い建物。北上川の中州にある石ノ森萬画館という

マンガ美術館で、そこをスクリーンに見立てて堤防

から映画の上映をしました。名探偵コナンの映画を

上映しました。このとき 10 月の下旬でしたが、300

人近くの方に集まっていただきました。 

さらに、ここに人を集めるだけではなくて、石巻

の街中をめぐってもらいたいと思っています。堤防

から西の方には JR 石巻駅とか市役所とか商店街と

かがあります。堤防のすぐ近くに立体駐車場を作っ

て来街者を集めようとしていますが、ここに来ただ

けで市民も観光客も帰ってしまうのではなくて、や

っぱり商店街、街中にこう、街歩きをしてもらうよ

うなことも、堤防を活用していく中で考えていきた

いなと思っています。 

良く｢点と点をつないで線にする｣みたいなことを

いいますが、石ノ森萬画館、北上川の堤防やいしの

まき元気いちばと、時間はかかりながらも商店街だ

けでない街の拠点が少しずつ整備されつつあります。

これらを少しずつ繋いで川と街を、近い将来つない

でいくことができればいいなと思っています。実際、

商店街の中では減ってきていますが、こういったイ

ベントが行われています。 

いろいろ話は飛んでしまいましたが、最初に申し

上げましたとおり、この川の風景がこれから石巻の

町の景色になります。これこそが石巻、自分達の町

の姿というふうに感じてもらえるような取り組み、

関わり方をこれから作っていきたいと思っています。 

夜はこんな感じで、街の方からも「まるで石巻じ

ゃないみたい。」というふうに良い意味でおっしゃら

れますので、ここから車で２時間ぐらいですので、

是非石巻においでいただければと思います。 
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1

石巻における「かわまちづくり」の位置

施設整備

• 堤防、付属施設

• 水辺空間創出

堤防一体空間利活用

• 集客、営利事業

仕組み・体制づくり

• 制度運用

計画策定

• ビジョン、コンセプト

 イマココ
Ｐ２

官民
連携

●水辺の緑のプロムナード計画 全体図 （H25年3月）

■石巻地区かわまちづくり計画（かわまちづくり支援制度登録：平成２６年３月２６日）
石巻地区で䛿東日本大震災からの災害復旧事業により、新たな堤防整備による
安全・安心の確保を行うとともに、石巻市の『水辺の緑のプロムナード計画』※など
地域の復興まちづくり計画と連携することで、
市民や観光客が賑わい集い交流できる水辺空間の創出を図る。

※『水辺の緑のプロムナード計画（石巻市）』
河川と水辺の観光資源を活かして、復興のまちづくりや新たな堤防整備と一体的にプロムナード（散策道）
を整備し、水辺利用の促進を図り、水辺と親しみながら人々が集い交流できる賑わい空間を創出する。

水辺の緑のプロムナード計画 堤防整備・石巻地区かわまちづくり

（石巻市） （国交省）
連携整備

堤防整備と連携した「かわまちづくり」の推進
～「石巻地区かわまちづくり計画」により良好な水辺空間を創出～

河口部で䛿、
新たな堤防整備と連携

Ｐ３

生まれ変わる いしのまき
堤防䛿 “まち䇿 と “かわ䇿 をつなぐ新たなアプローチ

震災前

復旧が確実に進む旧北上川
（令和元年７月撮影）

新たな水辺空間のイメージ

震災直後
（3月11日17:00撮影）

石ノ森萬画館

中瀬地区

宮城県第2の都市石巻市だが
中心部（河口部）䛿無堤

Ｐ４

横断図
公共施設（市）

石巻市国交省

中央一丁目地区

旧
北
上
川

中ኸ地区14,15␒街区の整備≧ἣ

■ 堤防整備（国）とあわせ⫼後に公共施設（市）や民間店⯒が設置

■ ᘓ≀と堤防が一体となった水辺空間を創出し『᠁い・賑わい』の場として利活用

いしのまき
元Ẽいちば
（H29.6）

交通広場
（H30.6）

かわまち立体
㥔㌴場
（H29.10）

かわまち交流
セン䝍ー
（H30.9）

（௬⛠）
交流広場

堤防一体空間整備

河川堤防

中ኸ目地区成（௧和元年䠓月）

旧北上川

中ኸ一目地区成（平成３䠌年䠑月）

堤防一体空間の利活用イメージ
（キッチンカー等）

花ⅆ観ぴᖍ、ウォーキング行事などከᵝな利活用

旧北上川

石巻かわまちづくり 石巻の新たな㢦へ䠋中ኸ地区 堤防一体空間

Ｐ䠑

堤防一体空間 整備断面イメージ
～堤防䛿 “まち䇿 と “かわ䇿 をつなぐ新たなアプローチ～

旧
北
上
川

堤防⫼後施設
（再開発ビル䠷石巻市䠹）

再開発ビル（市）
商業施設（民間） 旧

北
上
川

┒土（市）

６䡉

ㆤᓊ（国）

䠍䠓䡉 ９䡉 䠔䡉

堤 防

西ෆᾏᶫ

石ノ森萬画館

ᘓ≀２㝵と堤防との
行き来がྍ⬟

堤防（国）

石巻市中央地区 再開発（区画整理）と堤防一体となった整備

堤防⫼後施設
（商業施設䠷民間䠹）

Ｐ６

࿘辺施設 石巻かわまち交流ᣐ点

䛆民間䛇いしのまき元Ẽいちば
平成29年6月オープン

堤防一体空間
௧和元年7月概成

かわまち交流セン䝍ー
平成30年8月成

かわまち立体㥔㌴場
平成29年6月オープン

交通広場
平成30年6月成

日常的な利用イメージ イ䝧ント時の利用イメージ

中ኸ２目䠍䠍␒地区

川とまちを一体的に
利活用できる

賑わい空間を整備

௧和元年䠓月䠍䠔日撮影 Ｐ䠓
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2

「石巻かわまちづくり」として、現ᅾ、⫼後施設（市・民）と堤防（国）をつなぐ「堤防一体空間（市）」を整
備中（⇒令和元年７月概成）
堤防ኳ➃や堤防一体空間をった中心市街地活性化の取組として、ྛ✀イ䝧ントや地場産品のᥦ供
（食事ฎ）などの活性化に䜐けた取り組みを官民で᳨ウ（堤防利活用協議会）
市で䛿、計画実行のため都市・地域再生等区域の指定について企画・᳨ウ

石巻かわまちづくり実行のため䠋利活用の取り組み

⫼後施設
䛆市䛇

プロムナード
┒土䛆市䛇

堤防
䛆国䛇

旧北上川かわまちづくり（ྑᓊ中ኸ地区）

旧
北
上
川

市

国

༨用
主体

要望

受理

協議会参画

地域の合ព 都市・地域再生等
利用区域指定

公表

༨用チྍ⏦ㄳ

受理
ᑂᰝ

チྍ

༨用開ጞ

都市・地域再生等区域の指定までのスケジュール（）

協議会設立前にຮᙉ会を実施

༨用エリア
指定区域

※自体でもྍ

活性化
プログラム

Ｐ䠔

●ເ集ෆᐜ（公ເによる）
①指定する区域において、飲食や店、オープンカフ䜵等

の営業活動やイ䝧ント等を行うもの
②上グの営業活動に、工స≀の設置をకうもの

●施設用者を市長がỴ定
①工స≀をకわない営業活動 ： 䠑事業者（≀㈍）
②工స≀をకう営業活動 ： ２事業者（堤防᥋⥆・≀㈍）

●堤防利活用協議委員による᥇点にᇶづき、市長へ進言

石巻かわまちづくり実行のため䠋利活用の取り組み
■堤防一体空間 施設用者（営業活動事業者）の公ເ ⇒ 利活用の社会実験
䕿‽則にᇶづく「都市・地域再生等利用区域」の指定を目指し、新しく創出される水辺空間を活用し、日常的な賑

わいと᠁いの場所として一ᒙ活用していくための社会実験を開ጞ（௧和元年䠔月～）
䕿石巻市で䛿、中ኸ地区の堤防一体空間で、飲食店や店、オープンカフ䜵などの営業活動やイ䝧ント開催等

を行う事業者をເ集

堤防⼀体空間利活⽤状況

キッチンカー
物販

堤防接続施設

いしのまき元Ẽいちば（民間）

川を眺めて飲食

Ｐ９

堤防一体空間利活用にあたって

企画

実践（→収益）

再投資

利活用のサイクル

＋
追加投資or
別のｴﾈﾙｷﾞｰ

多くの市民
の参画

Ｐ䠍䠌 Ｐ䠍䠍

Ｐ䠍２ Ｐ䠍３
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3

（通⛠）かわまちエリアマネジメント

エリア全体での企画
情報発信

（都市再生推進法人）

エリアマネジメント

Ｐ䠍４ Ｐ䠍６

Ｐ䠍䠑

かわの風を感じに・・・㠀石巻へお㉺しください

出：北上川ୗ流河川事務所 Ｐ䠍６

Ｐ䠍䠓

照明（夜の景観演出）

かわの風を感じに・・・㠀石巻へお㉺しください

出：北上川ୗ流河川事務所

䛆参考䛇河川空間のオープン化の利点
都市・地域再生等利活用区域指定䠋河川ᩜ地༨用チྍ‽則

Ｐ䠍䠔
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流域活動発表䐤 

「ᮌఅ緑地整備と今後について」 

┒ᒸ市都市整備部公ᅬみどり課 

 課長  森 利 氏  

 

発表の機会をいただき

まして大変ありがとうご

ざいます。 

私の課の名前は公園み

どり課というところで、

公園の整備から維持管理までやっていますが、なぜ

か公園の整備以外にも、これからご説明します木伏

緑地、その前にある河川敷で、舟運をやろうとがん

ばっている団体と、盛岡地区のかわまちづくりの一

環として一緒に動いています。 

今回のこの木伏緑地についてご説明しますが、そ

の前に盛岡市の都市公園の現状をご説明します。 

資料にもありますが、この一番左の方は、日本の

人口になります。どんどん増えてきて、20 年位前か

らは少しずつ減り、今は下降気味になっています。 

盛岡市も、10 年位前には 30 万人を超えていまし

たが、今は 29万人で着実に減ってきていますし、代

わりに高齢者が増えてきていまして、私が住んでい

るベットタウンも高齢化率が 30％くらいになって

います。身近にある公園の管理などを町内会に協力

をお願いしていますが、やはり働けるというか、動

ける人がどんどん減ってきているし、管理も難しく

なってきているというお話をいただいています。実

際、市の業務委託で草刈だったり点検だったり、全

部できればいいのですが、市民の皆さんにお願いし

ている状況で、なかなか難しい状態になってきてい

ます。 

真ん中の絵は、公園の整備費がバブルの頃は増え

ましたけども、どんどん減ってきています。そのわ

りに公園の数は少しずつ増えている。盛岡市も全部

で 475 箇所の公園があります。整備費が減ってはき

ているのですが、毎年１つとか２つとか作られてい

ますので、少しずつ増えてきているわりには、維持

管理費用も減ってきており、どのようにしたら良い

のか悩んでいます。 

こういう公園の現状は全国的な話ですが、今ある

公園をどのように管理、経営、運営していったらい

いのかという視点が生まれています。盛岡市も全国

的な流れと同じです。これは公園にあるベンチです。

ちょっとひどいところですけれど、もっとひどいと

ころもあります。公園用地として、用地は空いてい

るが、整備ができなくて、こういう状態になってい

るところもあります。 

盛岡城跡公園（岩手公園）や、高松の池のある高

松公園は指定管理制度を使って管理をしていますが、

他のほとんどの公園、街区公園と言っていますけれ

ど、ご近所にあるような小さな公園は、町内会にお

願いして管理してもらっています。草取りぐらいは

何とかお願いしていますが、フェンスが壊れたとか

ベンチが壊れたとかは市が対応するものですが、費

用を回せないような状況で四苦八苦している状況で

す。 

そういったところに、平成 29年に都市公園法が改

正になりました。 

これは、今ある公園を何とかして活用できないの

か、今ある資産の活用を考えるべき時代になってき

ているのではないかということと、それをするため

に、役所がやろうと思うとなかなか面白くない、楽

しい使い方ができない、そういったところで民間と

の連携をしていこうとするものです。 

何より公園を柔軟に使いこなすということで、場

所にもよりますが公園のいろんな使い方が実はでき

るので、そういったところを後押しできるように都

市公園法が改正になりました。 
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主な内容ですが、新しく公募設置管理制度という

ものができました。Park-PFI と呼んでいますが、こ

れは、公園に飲食店や売店などの公園施設の設置ま

たは管理を行う民間事業者を公募によって選定する

手続きです。 

事業者が設置する売店とか、そういった施設から

得られる収益を、公園の整備や維持管理に還元する

ということで、その事業者には都市公園法の特例措

置がインセンティブとして与えられます。 

どういうことかといいますと、これは国交省の説

明資料ですが、右上のほうに、収益施設があります。

この収益施設を作るときに周辺の公園の整備もして

もらいます。そのかわりに、公園の中に建物を設置

できる期間がこれまで 10年だったところを 20 年ま

で延長することができるようになりました。 

10 年ですとなかなかカフェとかを設置しても初

期費用を回収するまで、あるいは回収したとしても

儲けがあまり出る前に撤去しなければいけないとい

うこともありまして、それが 20年になったというの

と、建蔽率、公園はやはり空間が大事ですので、建

蔽率が２％と法律に決められています。それを今回

の制度を活用すると 12％まで拡げることができま

す。後で説明しますが、木伏緑地も 4000 ㎡くらいし

かない公園ですが、トイレを作ろうとしましたら、

建蔽率に引っかかってしまって何にもできないよう

な状態でしたが、この制度を使って今回は飲食店と

トイレの整備ができました。 

そのほかに、公募設置管理制度とは別ですけれど

も保育園とかそういったものも占用物件として認め

られましたし、この制度の中で一緒に自転車の駐輪

場とか、後は看板なんかも設置できることになりま

した。駐輪場は公園の駐輪場とかではなくて、レン

タサイクルだとか、お金を儲けることが出来るよう

なものができるようになりました。 

木伏緑地に関しては、この Park-PFI を活用して整

備をしました。これは全体の位置図です。 

ちょっと見慣れない地図ですが、都市計画図をコ

ピーしました。この赤く塗っているところが商業地

域、中心の市街地。丸印のところが木伏緑地で、こ

の隣が盛岡駅、盛岡駅から県庁の方に北上川を渡っ

て行くところに開運橋があり、そこの袂にある緑地

です。 

その前に流れているのが北上川です。こちらが上

流です。 

北上川と市役所の脇を通っているのが中津川。こ

っちが雫石川。この３つの川が市内を流れています。

そういった川沿いにある細長い緑地ですが、そこを

今回活用しようとしたものです。 

盛岡駅東口の川沿いにある緑地で、普段は市民の

憩いの場で、散歩したりしていますが、年に何回か

地元商店街の主催のイベントなどにも活用されてい

ます。 

場所もいいのでイベントをやるとかなり人が来ま

す。ただ年に何回かのイベントの時しか人が来ない、

集まれない。イベントってやっぱり毎週やればいい

んですけど、それも大変な話です。 

またイベントが無いときは、日中は散歩で歩く人

は結構いますが、ただ歩くだけ、あるいは夏場であ

れば疲れたサラリーマンがベンチに座っている、そ

んなところです。 

そこの場所を、この周辺には公衆用トイレが無か

ったということもあり、なんとか活用していこうと

この制度を使って整備したところです。 

設置したのは、飲食店等が９棟あります。この手

続き的には平成 30 年の夏場から始めて今年の４月

から工事着手して、９月 10 日に供用開始しています。 

左側が、整備前の図面です。下が整備後で、この

右側にチラッと見えるのが北上川です。 

これは橋から上流を見ているとこで、本当に河川

敷と道路の間に、広いところで幅 20ｍくらいしかな
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いような細い緑地で、そこに店舗を建てていますし、

この一角に公衆用トイレを設置しています。 

今回トイレや店舗の部分にウッドデッキを敷いて

いますし、また店舗の奥に芝生も敷きましたが、こ

ういったものは事業者が自前で整備しています。 

公衆用トイレについては、市で費用負担していま

す。緑地の下に駐輪場があって、その入り口となる

建物ですが、回りにデッキを設置して、そこで腰掛

けたりして遊んでもらえるように作ったものです。 

この右上の写真は、7 月下旬に毎年行っている北

上川ゴムボート川下りの状況とその奥でゴールして

いる状況です。ちょうどこの木伏緑地の前の辺りが、

ゴムボートのゴール地点となっています。 

今は河川と高水敷の間に段差があってなかなか川

辺を歩けない状況になっていますが、今度国交省の

ご協力をいただきまして、ここを少しゆるい勾配の

傾斜の護岸にして降りられるように、水辺で遊べる

ようにということで、盛岡地区のかわまちづくりの

事業の一環としてご協力いただくことになっていま

す。 

もう 1 つがこちらに舟運イベントと書いています

が、盛岡市のここから下流に２kmぐらい下った所に

明治橋があり、そのほとりが、江戸時代の舟運が盛

んだった頃には船橋もあって、北上川の河口からの

舟運の拠点になっていました。 

今回この舟運のイベントをやっているのは、「北上

川に舟っこを運航する盛岡の会」という地元の商店

街や町内会が構成員になっている団体が平成 28 年

に結成され、そこが中心になって舟運を復活させよ

うと、ゆくゆくは商業運航もできないものかと検討

し、いろいろ社会実験しています。この木伏緑地の

前が降りられないので、少し上流側からこういった

形で舟に乗船したりしながら、北上川を下っていく。

これは下流のところで、明治橋の近くまで下ってき

て、この明治橋の付近に、町屋とか昔の舟運を展示

している施設もあり、今は観光スポットにもなって、

上流の盛岡駅前と下流のそういった場所をつないで

いこうと、そして下流の方でも観光といいますか、

街歩きをしてもらいたいということでやっています。 

この舟は、木造船ですが、「北上川に舟っこを運航

する盛岡の会」の人たちが、お金を出し合って、寄

付を集いながら作りました。国交省のご協力をいた

だいて、川と水辺で楽しめるように市民の方に体験

してもらっています。                          

そういった活動をしながら、H29、H30、今年は小

学生に総合学習の一環として参加していただきまし

たし、あとは上流から船で下り、下流でこういった

ビアパーティーをやったり、上流と下流で連携した

形でイベントもやっています。 

木伏緑地の整備だけでなくて、将来的にはちょう

ど川に面している緑地ですので、そこを拠点に、こ

ういった河川空間を使ってキャンプをしたり、ある

いは BBQ したり、これは木伏緑地の前の高水敷です

けど、オープンの時に試験的にキャンプをした時の

夜の風景です。 

こういったところでいろんなことができるんじゃ

ないかなと、これは来年度に向けて考えていかなけ

ればいけないところです。公民連携事業の 1 つです

ので、市も一緒に関わってはいきますが、基本的に

は木伏緑地に収益施設を設置している事業者が中心

になっていろいろイベントなり、活用を考えている

ところです。 

 

急にはそういった形にはならないかもしれません

が、将来的には盛岡駅前の商店街とも協力して、賑

わいができればと考えています。 

北上川は勾配も急で、流㏿もあって、川遊びとい

っても限定されてくるので、注意しながらどういっ

たものが出来るか、また川遊びだけでなく遊歩道も

あるので、木伏緑地のある駅前のエリアが、いろい

流域活動発表⑥ 

40



ろあって楽しめるし、いい場所だなと住んでみたい

と思えるような場所になっていけば良いと考えてい

るところです。 

 

【参加者】 

木伏緑地、非常に魅力的で夜見ると光があたって

綺麗な所です。木伏緑地という言い方ですが、例え

ば、ここに来る人に愛称を募集するとか、昔からず

いぶん慣れている漢字ですけど、なぜ木が伏せて緑

地として読むのか、たぶん若い世代はわからないと

思いますので、そういう構想や盛岡市内全域に PR

していく何か一考なさっているのかなど、お伺いし

たいと思います。 

 

【森課長】 

木伏緑地の名前の由来という所までは全然 PR は

していません。この緑地でこういった収益事業しな

がら維持管理も事業者がやっている、そういう計画

ですので、賑わいに向けた活用もこれから検討して

いくし、イベントもいろいろ仕掛けていこうと、基

本的にはその事業者の考えだったり、店舗のデザイ

ン性だったり、そこを優先しています。 

事業者も、ここをどういうふうにしたらいいか考

えて、名前は普通に「木伏」にしたそうです。ロゴ

もカタカナとかローマ字ではなくて、漢字の木伏、

かなり人気のあるデザイナーがロゴを作ってくださ

って、デザインもこだわり、例えば見たことのない

ような自動販売機が中にあります。建物の色はアー

スカラーで、コンテナを重ねたようなイメージです

が、建築確認上は軽量鉄骨造りの建物です。ここか

ら見える岩手山や川辺の景色風景に溶け込むように

色を選定していますが、そういったものを統一した

形で公園を整備しています。 

また、市としては運営のところまでは、あまり口

を出さないというのがこの事業のポイントです。や

はり市がいろいろ口を出すと事業がうまくまわらな

い、お客さんが来なくなるというパターンもあるの

で、どこで折り合いをつけるか難しいのですが、基

本的にここで収益をあげていかなければ緑地自体が

管理されていきませんので、事業者の考えに沿った

かたちでお任せしています。 

ちょっと残念ながら木伏については｢きっぷし｣と

読んでいただいて。｢きっぷし｣ってどう画くのか、

聞いただけでは漢字なのかもわからないような人も

結構いるようで、読み方を聞かれたこともあります。 
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① 岩手県県土整備部河川課 

② 北上川下流河川事務所 

③ 岩手河川国道事務所 

④ 北上川ダム統合管理事務所 

 

 
 



 

河川行政の取組ሗ告① 

「௧和元年ྎ風第19ྕの⿕害≧ἣと䛭の対ᛂ≧ἣ」 

ᒾ手県県土整備部河川課 

⥲ᣓ課長  ᖾ野 ⪷一 氏 

 

配布した資料をご覧いた

だきたいと思います。  

 資料の右下に数字が書い

てありますページ数でご説

明したいと思います。 

まず１ページです。台風 19 号の気象概況です。 

 既にご承知かと思いますが、今回の台風 19号は台

風が来る前の 10 月 11 日から前線の影響で雨が降り

出しています。そして 12日から 13日にかけて台風

が接近し、非常に激しい雨が降ったというのが特徴

です。 

 台風の進路はご存じと思いますが、東海、関東、

甲信越を通って東北に来たわけですが、福島、宮城

を通って太平洋に出たという形で、岩手県では沿岸

が被害の中心となりました。 

 岩手では初めての大雨特別警報が発表され、特に

沿岸北部、赤で着色されている付近が、非常に雨が

強かったということです。 

 右側の表の、主な地点の降水量ですが、赤で囲っ

ているのが普代です。総雨量として 467 ㎜、岩泉町

小本が 450 ㎜、宮古は 416.5 ㎜、これは 10 月１ヵ月

間の平均値の３倍以上の雨が降り、観測が始まって

以来、最大の雨ということでありました。 

 続きまして２ページです。この雨による被害の概

況ですが、先ほど申したとおり沿岸部を中心に道路

の通行止め、土石流、がけ崩れ、河川の溢水などの

被害が発生したということは皆さんご承知のとおり

かと思います。 

主な被害状況ですが、人的被害は死者３名等、物

的被害は住家被害が全壊 41 棟等、これは 11 月 22

日時点のものです。 

右側の写真については台風が過ぎた直後、10月 14

日に知事が沿岸視察に行った時の写真で、普代の状

況です。土石流でかなり甚大な被害を被った状況で

す。 

 続きまして３ページです。同じく被害概況ですが、

県管理道路における全面通行止めは、最も多い時で

41 路線 58 箇所でした。現在でも５路線２箇所が通

行止めの状態が続いているという状況です。 

 土砂災害が、土石流 74箇所、がけ崩れは 23箇所。

それから３つ目として県管理河川の溢水、溢水とい

うのは要するに川から水があふれ出る状態です。よ

く氾濫という言葉をお聞きになる機会が多いかと思

いますが、氾濫はいわゆる堤防が決壊して水が広が

るというような状態を言います。岩手の中小河川で

は堤防で守っているというところが少なく、いわゆ

る掘込み、地盤より低いところに川があるというよ

うな状況の河川が多いのですが、そこから水があふ

れた状態を溢水と言っています。 

 このような溢水が起こった所が６河川あります。 

こうしてみると道路の通行止めとか、土砂災害が非

常に多かったのですが、河川の被害は比較的少なか

ったという状況です。 

これは、雨の降り方が本当に沿岸に集中していた

ということで、沿岸の河川でも例えば閉伊川とか久

慈川とか内陸部まで流域を持つ大きな河川は内陸の

雨が弱かったために、水位の上昇があまりなかった。

この６河川については沿岸沿いにある小さな河川、

これが溢れたという状況です。 

 公共土木施設の被害は、1,011 箇所で 261 億円と

いう状況ですが、河川関係については 324 箇所とい

う、数はたくさんありますが金額については 75 憶円

ということで、どちらかというと小さい額だったと

いう状況です。 
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 続いて４ページです。これは県管理道路の状況で

す。①～⑤がついていますが、これは沿岸北部の道

路状況です。例えば右上、①の県道角の浜玉川線で

すが、道路が全面的に陥没し通行止めになったとい

う状況です。 

下の段にいきますと、⑤は、路盤が露出し路面も

流されて全面通行止めになっている、こういった被

害が発生している状況です。 

 続いて５ページ目です。５ページ目は沿岸南部の

状況です。写真のとおり、沢からの水が原因で、沢

を渡っている道路が流され寸断されています。 

 続いて土砂災害の状況です。 

これは沿岸北部でありますが普代村、普代の沢と

いう沢です。 

左上が渓流の状況ですが、土砂が流れて地肌が見

えている状況で、下段のほうが下流部の人家の被災

状況です。 

土砂、それから流木、これが山から流れてきて人

家に深刻な被害が発生している状況です。 

 続きまして７ページ、尾崎白浜、これは釜石市で

す。これも山から土石流が流れて下流、海岸沿いの

人家集落を直撃したという状況です。 

 続きまして、私達が所管する河川の状況です。左

側が県管理河川の２級河川大槌川です。 

ここで堤防が浸食され削り取られた状況が見えま

すが、幸いにもここは堤防を越えて人家への浸水は

なかった。堤防は削られたけども浸水被害は生じて

なかったというところです。矢印の下が応急復旧の

状況。ちょっと写真暗くて見づらいですが、削れた

ところに大型土嚢を積んで、元の堤防の高さまで復

旧しているところです。 

なお、現在、国の災害査定が行われており、この

災害査定を踏まえて本復旧につなげていくという状

況です。 

 それから右側については久慈市の小屋⏿川です。 

先ほど言ったとおり、沿岸のこういう小さな河川で

非常に大きな出水があったということです。出水に

伴って流木が流されてきて、橋に引っかかっている

状況です。橋に引っかかり、ここから越水したとい

うような状況です。 

矢印の下は、流木、支障木を撤去して流れるよう

にした状況ですが、橋梁の右側、橋台の裏がすっか

り抉られてしまっている状況です。 

 続いて９ページ目になります。県管理河川の被害

状況の全体です。 

先ほど県管理で溢水河川が６河川あったとお話し

ましたが、左側の図に字が赤で書いてあるものが溢

水した河川です。 

上から久慈市の鳥谷川、それから久慈市の小屋⏿

川、野田村、久慈市にまたがる宇部川、明内川、山

田町の折笠川、同じく山田町の馬指野川。 

あまり聞きなれない名前の川が多いかと思います

が、小さい河川が溢れて浸水被害が生じたという状

況です。 

それから、青い字で書いてあるところ、これは川

の氾濫というよりは、街中の内水です。街中に降っ

た雨が川に流れ込めなくて浸水した被害ということ

で、主な浸水については久慈市の久慈川沿いの街が

内水により浸水しました。ここは浸水戸数が非常に

多くて、床上床下ともに 100 棟以上が浸かったとい

う状況です。それから少し下にいきまして、野田村

の秋田川、ここについても内水による浸水被害が発

生している状況です。 

 続きまして 10 ページです。浸水被害の大きかった

ところの状況についてお話ししたいと思いますが、

特に河川の溢水によって被害が大きかったと考えて

いる、久慈市、久慈川水系の小屋⏿川です。位置的

なものを説明したいと思います。 

久慈の町がこの辺りにありまして、大きい本川と

しては久慈川です。久慈川が内陸の方から海に対し
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て流れる。久慈川に合流する支川の長内川。これは

比較的大きい川でありまして、久慈川の上流には滝

ダムが、小屋⏿川は長内川に流れ込む、更に小さい

支川というところです。 

ちょっと図の向きが上下逆になっていますが、長

内川が右側から左側に流れるという状況。それに対

して小屋⏿川がその長内川に流れ込むという位置関

係になっています。 

 今回浸水被害があったのは、この水色の範囲で非

常に広範囲に渡って浸水が発生し、この浸水によっ

て床上が 100 戸以上、床下が 100 戸以上発生と、非

常に大きな浸水被害だったという状況です。                        

これと比較したのが平成 28 年の台風 10 号。この

時は皆さんご承知と思いますが、岩泉の小本川の氾

濫で、多くの方が命を落とされた痛ましい災害で、

かなり大きい災害というふうに記憶されているかと

思います。 

その時の浸水との比較でありますが、台風 10号の

際はこの黄色の点線の部分だけの浸水でした。それ

よりも今回の台風 19 号の浸水被害のほうが非常に

大きかったという状況です。                  

                

 巷でよくバックウォーターという言葉をマスコミ

で聞くかと思います。 

よく、この小屋⏿川も長内川からのバックウォー

ターで浸水したのではないかと言われることがあり

ます。実は台風 10 号の時の長内川の水位よりも今回

の台風 19 号の長内川の水位は１ｍくらい低かった

ということで、台風 19号の時よりも長内川は、バッ

クウォーターが発生しづらい状況であり、我々はバ

ックウォーターではなく小屋⏿川自体の溢水によっ

て、この浸水が発生したと考えています。 

 次に、これは主に内水被害でありますが、久慈川

沿いの浸水被害の状況です。 

これも浸水範囲を水色と黄色で示していますが、

今回の台風 19号と台風 10 号の際の浸水エリアはほ

ぼ同じだったということです。 

内水に関しては、この両方の台風によって差はな

かったと考えられますが、そのなかで県管理の河川、

ここの真ん中に沢川という川が流れています。 

この地域に降った雨による内水と、沢川から溢れ

たという可能性もあります。基本的にこの町の中の

排水は沢川には流れ込まず、沢川を横断してこの下

流にある排水ポンプ場で久慈川に排水される計画に

なっていますが、沢川からの越水、溢水とはなかな

か切り分けるのは難しいのですが、沢川の影響とい

うのはそれほど大きくなかったとは思っています。

いずれ台風 10 号の際には関係する水門はそれぞれ

閉められており、沢川の上流で発生した水も小さい

ポンプで掻き出したということがあります。 

市からは台風 19 号の時も台風 10 号の際も非常に

大きい浸水が発生したこともあり、沢川の合流部に

も、しっかり排水が出来るように排水ポンプを設置

してほしいという要望があり、これから検討してい

くという状況になっています。 

現在の状況ですけども、先程申したとおり、被災

した堤防に関しては応急復旧を完了しています。堆

積した流木も撤去を行っています。 

それから出水によって河道内に土砂が堆積してい

る状況が見られますので、それについては撤去を実

施中です。 

施設被害があったものについては、国による災害

査定を今まさに実施しているところです。 

更に被害が大きかった小屋⏿川、それから沢川に

ついては、それらの浸水範囲、洪水痕跡などを調査

しておりまして、この氾濫のメカニズムをしっかり

調査し、調査結果を踏まえた上でどのような対策を

とればいいか、これから検討していくこととしてい

ます。 

今までお話ししたとおり、河川としては台風 10
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号の時よりも小さい被害で済んだのですが、必要な

対策を取らなければならない河川がいくつかあると

いう状況です。 

なかなかマスメディアには報道されない部分があ

りましたので、この機会に皆さんにご紹介させて頂

きました。 
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河川行政の取組ሗ告② 

「௧和元年ྎ風第 19 ྕについて」 

北上川ୗ流河川事務所 

副所長  外山 久 氏 

 

当事務所は北上川の

下流にあたる宮城県側

の北上川を管理してお

り、現在、東日本大震災

の復旧復興で旧北上川

の堤防整備を行っておりますが、今日は台風 19 号に

ついてお話させていただきます。 

はじめに位置のおさらいをします。北上川流域の

南側に鳴瀬川水系があり、鳴瀬川とその支川の吉田

川という位置関係になっています。 

台風 19 号に伴う降雨は、総雨量 400ml を超える雨

で、吉田川の上流域、特に西部で集中的に雨が降り、

吉田川は観測史上１位の雨が広い範囲に降りました。 

その結果、河川の水位は鳴瀬川では既往１位に達

しませんでしたが、吉田川は粕川と鹿島台で既往１

位になる水位に達しました。 

報道などでご承知かと思いますが、吉田川の粕川

で堤防が決壊しました。 

洪水が終わった後の痕跡調査で 33 箇所堤防を越

水または溢水したことが分かっています。 

吉田川の水がわずかに 10数センチ程度、堤防を越

えた箇所が多かったものの、これだけ同時多発的に

越水したのは今回が初めてだと思います。 

決壊は１箇所ですが、数箇所は堤防が削り取られ

ており、もう少し洪水が長引けば、決壊箇所も更に

増えたと思われる非常に大きな洪水でした。 

吉田川は西から東に流れており、決壊した箇所は

赤×印の地点です。 

浸水区域の上端の川は宮城県が管理している鶴田

川で、吉田川を立体的に交差して松島湾に流れてい

ます。 

色が薄い水は、おそらく鶴田川からの内水で、色

の濃い水が決壊した箇所から到達した氾濫水と思わ

れます。 

この地区は低平地なので、上流から下流に向かっ

て拡散していくため、決壊した水が市町村をまたが

って下流の大郷町、大崎市の鹿島台へ到達したと考

えています。 

行政エリアが複雑ですが、浸水区域の一部である

松島町の幡谷に氾濫により流されてきたゴミなどが

集まりました。 

鹿島台の方々は、まさか 6.4km 上流で決壊した水

が流れて来るとは思っていなかったようです。 

氾濫した時の吉田川の様子は品井沼遊水地の前の

品井沼に戻ったかのようでした。 

後程紹介しますが、写真中央の三角地が水防災拠

点で、堤防と同じ高さを持った避難地と堤防を復旧

するための備蓄資材を置いている場所です。 

粕川地区の堤防が越水し、お寺や旧小学校の周辺

に水が流れている状況です。 

CCTV カメラが記録したものでは、土嚢を積んでい

る脇のあたりから越水し、堤防が削られて、間もな

く決壊するという状況がわかります。 

堤防が決壊した写真です。濁流が吉田川から堤内

地側へ流れている状態です。 

次の写真は川側から撮影したもので、手前が吉田

川で氾濫先が堤内地にあたります。 

ずっと奥に見えるのが鹿島台の町で、大郷町と大

崎市鹿島台に広く氾濫しました。 

堤防決壊から６日後の 10月 19 日時点の浸水状況

は、浸水直後から時間が経過し排水によって水位が

低下しましたが、稲刈り直後ということもあり、稲

藁や枯れ草のロールなどが下流に集まり、水が引い

た後に大量に堆積しました。 
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また、10 月 17 日と 10 月 23 日を比較した写真で

は、水が引いた後の稲藁が堆積した状況がわかりま

す。 

写真の吹き出しの部分が先程説明した水防災拠点

で、拡大しても分かりにくいですが、付近の集落の

人たちが避難しています。 

農機具や自家用車で避難し、ここで水が引くまで

生活されたそうです。 

堤防決壊箇所は、最初 20ｍ程度の幅で決壊し、最

終的には 100ｍ程度まで決壊幅が拡大しました。 

復旧の状況ですが、10 月 13 日に工事着手し、18

日に仮堤防を造りました。 

10 月 27 日に二重締切鋼矢板が完成して、現在に

至ります。 

今後は、仮堤防盛土を撤去して本復旧しますが、

詳細の構造等については検討中です。 

 大崎市鹿島台地区は約 12 日間湛水し、東北地整所

有の排水ポンプ車だけでは足りず、中国地整や中部

地整から応援に来ていただき、排水ポンプ 30台によ

り 24時間体制で排水しました。 

また、台風 19号では、沢山の課題がありました。 

例えば、水防災拠点には住民が避難していたため、

堤防決壊した上流に備蓄資材を運搬する際、堤防天

端は生活用道路なので工事用車両は通行しないでほ

しいという要望もあり、復旧の支障になったこと。 

また、排水は浸水している方からホースで堤防を

横断させ、吉田川へポンプで排水しますが、堤防天

端道路を使えなくなるのは困ると言われ、ホースを

跨ぐように側溝を逆さまに被せ、その上に鉄板を敷

いて道路を作るといった、ひと手間加えなければな

らない状況など、課題が散見されています。 

浸水範囲の経過は、徐々に浸水範囲が縮小したも

のの、最終的に水が引くまで約 12 日間かかりました。 

浸水解消後、付近の集落の方は、早く帰宅し片付

けをしたいということでしたが、集落の道路が稲藁

で塞がれて帰れないため、国交省が道路の稲藁等の

片付けを応援しました。 

水が引いた後も、地域の復興には更にひと手間か

かります。 

本来 10 月は台風が多い月ですが、地球温暖化の影

響でしょうか台風の勢力が衰えず、台風 19 号は非常

に大きな雨を降らせ、稲藁を流しました。稲藁は非

常に堆積量が多く、自治体では処分出来ないとのこ

とで国交省が応援しました。また、ボランティアの

方も作業に加わっていただきました。 

吉田川は昭和 61 年に大きな洪水がありました。そ

の時は非常に多くの予算を使って復旧事業を実施し

ています。 

昭和 63 年には｢水害に強い町づくり事業｣により、

大規模氾濫した場合に備えて未整備だった堤防を整

備しています。 

また、平成 27年度も大きな出水があり、上流の大

和町で浸水被害があり、遊水地を造る事業を実施し

ています。 

非常に多くの治水への投資は行っていますが、残

念ながらそれ以上の災害に見舞われ、大きな浸水被

害が発生してしまいました。 

 不幸中の幸いですが、このエリアは浸水により大

きな被害がありましたが、死者がゼロでした。 

これは、国、県、市など水害に強いまちづくり事

業なども寄与していると思いますが、地域の防災意

識が高く、早く避難したということが一番の要因と

考えています。 

今後、吉田川の抜本的な治水対策を更に計画しま

すが、課題も踏まえて地域と一体となった計画を作

っていかなければならないと思っている次第です。 
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河川行政の取組ሗ告③ 

 「┒ᒸ地区かわまちづくりについて」 

ᒾ手河川国道事務所 所長  佐㏆ ⿱அ 氏 

 

本日は盛岡地区のかわ

まちづくりについて、少

しの間、お話する時間を

いただければと思います。 

おかげさまで北上川水系

の上流域については、今、

お話していただきました宮城県や福島県と違いまし

て大きな出水はございませんでした。 

降った雨も私の後でお話いただく北上川水系の五

大ダムで、ほぼすべて洪水をのみ込んでいただきま

したので結果として、この流域沿川地域は、ほぼ無

災害という非常にありがたい状況でした。 

私からは、かわまちづくりについてお話させてい

ただこうと思います。 

かわまちづくりは、水域ごとに大体１箇所くらい

まちづくりと連携した川づくりをやっています。 

現在、北上川流域では盛岡市の中心部で行われて

いまして、こちら一番下のところ流れているのが北

上川で、上から流れてくるのが中津川、この下のほ

うから流れているのが雫石川の三川合流する盛岡市

の中心部です。 

この中津川については、盛岡市の中心部を流れて

いる、こちらちょっと見えないですが北上川のすぐ

脇には先程盛岡市で報告のあったとおり盛岡駅のあ

る中心地になっております。このエリアについては、

いろいろなイベントを地域の様々な方が行っていた

だいているという状況です。例えば、４月 29日から

こちら２月上旬まで１年間を通して多くのイベント

が実施されています。 

そのイベントの数は、平成 20 年以前、平成 21 年

～23 年、平成 24年～26年と徐々に様々なイベント

が増加している状況です。 

そのイベントの増加に合わせて、少しずつ観光客

が増加しているという状況です。 

こちら平成 27 年に行われた中津川⣡ᾴᱞ敷で、

「かわのまち盛岡」をアピールするために地元の

方々、中津川⣡ᾴᱞ敷プロジェクト実行委員会が企

画して実行されました。当時は 300 人を超える人が

参加していただいたとのことです。 

また、毎年、北上川、中津川でウォーキングイベ

ントなどを開催しています。昨年、今年と約 800 人

参加していることで非常に多くの方にご利用されて

います。 

国交省の方では、非常に多くの方にご協力いただ

いて川の周辺の整備を進めるということで川のすぐ

脇に遊歩道を整備したり、階段を整備したり、中州

の撤去を実施して利用しやすいようにしています。 

 また、川岸の護岸の所に散策用のマップを作った

り、また今現在どこにいるのか分かりやすくするた

めに、橋梁などを模ᘧ的に示して、どこにいるかわ

かりやすいように示しています。 

先程、事例発表の中でもいくつかありましたが、

かわまちづくりの一環で舟運復活を地域の方々に行

ってもらっています。 

「北上川に舟っこを運航する盛岡の会」が、３年

ほど前に設立されています。 

また、北上川フェスタを開催して、ゴムボートに

乗船していただいたり、その利用の際のアンケート

の方も回収しています。 

その他にも、木造船などを作っていただいて将来

的には木造船を活用した舟運事業などをご検討して

いただくところです。 

こちら、かわまちづくり舟運復活への取組みとい

うことで、平成 29 年以降の北上川フェスタやシンポ

ジウムの開催、また平成 30 年は「ひめかみ」と「も
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りおか丸」、木造船の完成、また社会実験や進水ᘧ等

を実施していただいています。 

今年度についても、北上川フェスタの開催や講₇

会の開催が予定されています。 

我々国交省の方でも、引き続き護岸の整備、特に

舟が乗り降りしやすいように、河岸を緩傾斜になる

よう整備を考えているところです。 

また、中津川は昔からサケがあがってくるという

ことで地元の方に非常に愛されております。河口か

ら盛岡まで約 200km ありますが、サケがあがってく

る。私も最初聞いた時には信じられなかったのです

が、開運橋からサケがあがって来るのが見えまして

本当にビックリしたことがありました。 

ここまであがってくると、サケはボロボロに白く

なって、川の上からなくとサケの体が一部まだら模

様になっていて、ああ本当に 200km あがってきたん

だと実感しました。 

中津川は北上川と比べると川幅が⊃く水深もὸい、

たくさんある橋からなくと非常に川の中がよく見え

ましてサケがあがって来るのが結構よく見えます。 

サケがあがりはじめると「サケのぼり」を地元の

方が設置して、現在サケがあがってきてますよとお

知らせいただいているそうです。 

結構地元の方、ᗂ稚園児など、サケがあがってき

たりすると、橋の上からないている姿が見られたり

します。 

先程、盛岡市公園みどり課から報告がありました

ので、私からは掻いんでお話しますが、木伏緑地

の川の魅力向上ということで盛岡市が Park-PFI を

活用し、そのあがりでもって、公園整備を進めてい

ただく。 

河川で公園整備を進める中での最大の課題はトイ

レです。なかなか一級水系でトイレが身近にないと

河川利用が進まない原因となっていまして、今回、

事業者の収益の一部で公園の中のトイレを綺麗にし

ていただいているということで非常に河川利用、公

園利用が進んでいます。 

将来的には集合事業、例えば木造船やゴムボート

の川下り大会などで利用した方が気軽に使えること

になるのではないかと期待しています。 

また、非常にロケーションが良い場所ですので、

さらに地域の方々に愛される川づくりになっていく

のではないかと期待しているところです。 

最後にこれは、北上川と中津川と雫石川全体の事

業概要になっていて、こうやってご覧なっていただ

くと川を中心にして非常に多くの文化施設が周辺に

ありまして、こういった文化施設と川の散策とセッ

トにして更に利用が進んでいくのではないかと期待

しているところです。 
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 河川行政の取組ሗ告④ 

「北上川䠑大ダムの最㏆の話㢟」 

北上川ダム⤫合⟶理事務所 

 所長  ᩧ藤 ႐ᾈ 氏 

 

３人目の斉藤です。最

後ですのでちょっとだけ

おつきあいしていただけ

たらと思います。 

今日私がご説明したい

のは１点だけです。何かと言いますと今回の台風 19

号では、これまでの説明にもあったとおり全国各地

で大きな被害が起こっています。テレビでご覧にな

られてご心配なところもありますし、例えばダムで

いえば␗常洪水時防災᧯作ですが、ここ数年におい

て雨がいっぱい降るようになったものですから、ダ

ムに㈓められなくなってからの᧯作がテレビでも報

道され、非常に話題になっています。このため最近

は、防災の講習会や町内会の中などで説明してもら

いたいといったご要望が多々あり、こういうふうに

ダムの᧯作をしているということを是非お伝えした

いです。 

もう一つは雨が確かに多くなっているので、そこ

にどう対応しようとしているのかをご説明出来れば

と思っています。 

この間、ある講₇会で、盛岡地方気象台の方が最

近の雨の降り方について講₇をされ、やっぱり１時

間あたりの雨の量が多くなっており、その発生㢖度

も全国的に多くなっており、盛岡も同じ傾向だとい

うこと。併せて、雨の降らない日も多くなっている

そうです。 

要は、降る時にはいっぱい降るし、降らない日数

も増えてくるということになりますと、雨が降らな

いと渇水になるわけですし、雨がいっぱい降った時

にも何らかのコントロールをして安全を確保しなけ

ればならないということ、そういう所はダムの得意

分野です。 

ただ、ダムは万能ではあるのですが、いっぱい降

ってしまうと㈓められなくなってしまう。このとき、

㈓められなくなったから㈓めた分をいっぱい流すと

いうことは全くしません。㈓められなくなったので、

上流から来た流入分をそのまま㈓めないで下流に流

すようになるだけです。 

だから上流でいっぱい雨が降っていっぱい水が流

れれば、そのまま下流に行くだけになってしまうの

で、いっぱい降ってしまえば下流の方はやっぱり氾

濫してしまうことになるのですが、そういう᧯作が

␗常洪水時防災᧯作になります。 

先の台風 19 号は、沿岸の方から早めに太平洋へ出

たものですから、内陸には雨があまり降りませんで

した。 

こちらの資料は１⛊当たりにダムに入ってくる量

（流入量）を示したもので、当事務所のダムは 50

年、60年管理していますので、過去の⭾大なデータ

から上位 10 ഔを示したものです。 

この上位 10 ഔをみると最近のデータが多くなっ

てきており、やはり雨が多くなっていることかも知

れませんが、１番右の赤い部分が今回の台風 19 号で

すが、そんなに流入量は多くありません。幸いにも

台風が早く太平洋に出たからということです。 

台風 19 号のときダムに入ってきた最大量（最大流

入量）は、計画の半分くらい、あるいは３分の１し

か入ってきていません。ただそのくらいの雨だった

ということですが、例えば福島だとか長野のような

ことが岩手で起こらないのかといわれれば無いとは

いえません。全国各地どこにでも可能性があるので、

それに備えていくことが我々の仕事かなと思ってい

ます。 

それから、四十四田ダムの台風 19 号の時の᧯作で
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す。何をしたかというと、ダムの状態や台風が来て

いることは分かっていますので、雨がいっぱい降っ

た時にダムに水を㈓められるように、予めダムの水

を抜いてダムの水位を低くしておく、そういった᧯

作をどうしたかというと四十四田ダムは県企業局が

発電しているダムで、最初に発電の事業者の方に相

談して何日か前から発電の放流を含めて放流しても

らいました。 

そうすると青色の線がダムに入ってくる量（流入

量）で、赤色の線が放流している量（放流量）です

が、放流する方が多いからダムの水位は下がってい

くことになります。 

この下図のダムの水位が下がってきたところに、

いよいよ台風が近づいてきて少し前期の降雨もあり

ましたが、そういった中でもう少し㈓める量を増や

したいなと思ったものですから、フルで発電してい

ますが、さらにダムの管理所でもࢤートを開けて、

もう少し多く水を流してダムの水位を下げるため、

この赤色の線が予備放流としてさらに放流量を上げ

下げしているものです。 

それによってダムの水位はどんどん下がっていっ

て洪水の時に㈓められる量が多くなるという᧯作を

し、実際の雨が降ってくるタイミングに合わせてい

る状況です。 

ここで本来ならもう少しダムから出しても良いの

ですが、このときは台風が足早に行くのが分かって

いましたので、ほぼ台風の動きもどれだけ降るかも

見切って、じゃあ全部㈓めてしまおうということで

㈓めるような᧯作をしました。 

こういうふうに、下流の水位が上がらないように

どうすれば可能かということを考えながらやってい

ます。 

特に北上川の場合は、奥羽山⬦と北上山地の間の

内陸部に降った雨が全部そこに集まってきますので、

堤防を作れば安全度はあがります。当然堤防も作り

ますけれど、皆さんご存知のとおり５大ダムといっ

て、北上川はダムで上流の雨をᢚえて、あるいは遊

水地も使って、㈓めながら堤防で守るような治水の

やり方をやってきた流域ですので、ダムを５つ持っ

ているからこそ連携᧯作が可能で、例えば四十四田

ダムでいっぱい降ることもある。しかし岩手全域に

いっぱい降ることは⌋しいことで、どこかで多くて

どこかで少ないという濃ῐがあって、例えば四十四

田ダムの方は㈓めずに次の雨に備えながら、他のダ

ムではいっぱい㈓めるとか連携の᧯作をしながら安

全性を高めるというやり方もしているということで

す。 

当然まちを守るために㈓めるのですが、㈓めると

流木も最近はすごいです。流木を全部ᢚえそのまま

にしておくとỿんでしまうので、台風が終わった後

にすぐ全部引きᥭげます。 

こういったものが流れますと下流の橋にワまって

しまう、そういった予防効果もあるということです。 

そういった᧯作を行っている現状で、今後どのよ

うに備えていくのかということですが、皆さんも既

にご承知かもしれませんけれど、今、四十四田ダム

とᚚ所ダムではダム再生事業をやろうとしています。 

四十四田ダムは今あるダムのᔞ上げを最大２ｍく

らいすると、先程言った洪水の時に水を㈓める量が

20％増くらい上げられますので、そういったハード

の面でも頑張ります。 

それからもう一点。 

␗常洪水時防災᧯作と言われても一般の方には何

か良く分からないところもあるので、ちゃんとカメ

ラ画ീで見ていただいた方が良いんじゃないかとい

うことで「ダムに㈓まる量がいっぱいになってしま

ったら大変なんだよ」とか、目で見て視覚的に分か

るだろうということで、マスコミとも今相談して、

こういう普段のダムの水位が「ここまであがると大

変だ」という、さらにどんどんあがってきて༴㝤に
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なりそうなところをそのタイミングで見ていただこ

うと、このカメラ画ീの提供を頑張っていこうとい

うことも取り組んでいます。 

あるいは、先程あらかじめダムの水位を下げてお

くという話をしましたけれど実は予備放流というや

り方です。予備放流とは、ダムの水位が高いのでそ

の水位を下げるためにやるのですが、あくまでも当

初よりダムで考えていた洪水調⠇の容量の中でやっ

ているのです。 

洪水のときに頑張るためには、ダムの水位を下げ

て洪水の時に㈓められるように空き容量を増やすの

ですが、もう一歩進めようと、事前放流というのを

今、利水者の発電だけではなく℺₅用水や工業用水

とか水道用水などとも調整中です。例えば台風みた

いなものであれば、あらかじめ来るのはわかるので、

それに備えて利水分のダム水位も下げてしまおうと

いうことです。 

一時的にダムの水位を下げることで、後で回復す

ることも見込みますが、更に下げることで洪水をよ

り㈓められるようにしてもっと貢献しようといった

ところを今やっていこうと利水者と協議しています。 

何が難しいかというと、今の天気予報は、雨が降

るのは大体当たりますが、どれだけ降るかはその都

度その都度で予測が難しいですし、どこまで事前に

ダムの水位を下げられるのか、また下げてしまって

から雨が降らなかった時に、農業や水道の水が無く

なって困ったりすることもありますので両方をうま

く຺案してやっていく必要がありますから、しっか

り利水者と協議しながらやっていく、更に国全体で

いえば、国交省が持ってない例えば発電専用ダムだ

ったり、農水省が℺₅だけに作っているダムも、事

前に下げてもらって治水にも活用してもらうように

しようと、「何とか下流への影響をᢚえたい」という

そういう動きになっています。  

当事務所では、60 年管理しているダムもあります

けれど、␗常洪水時防災᧯作を１度もやったことが

ありません。平成 25年の時には計画規模よりも大き

な雨が来たのですが短時間の雨でしたので結局ダム

の容量内に収まったことから、大変な洪水でしたが

下流の方に影響せずに済んで、結果的には␗常洪水

時防災᧯作までいっていないというところです。 

ただいつ起きるか分からないので、そういったも

のをなるべく早く来年にも使えるように協議して、

備えたいと思っているところです。 

あと、その他資料を付けていますが、先程の発表

の中でも地域活性化というかダムや水辺の話があり

ましたが、私が今一番思っていることは、ダムだけ

に人が来てもらっても何にもなりません。地元にお

金を落としていただきたいし、ファンになっていた

だいて更に来ていただくために、やはりまちの観光

施設だとか人々とつなげていくことが大事だと思っ

ていて、いろんなことを工夫しながらやっていまし

て、来訪者が多くなっているところもあります。例

えば道の駅で売り上げが上がっているとか結果とし

て出ている所もあり、そのデータは資料に付いてい

ますので後ほど見ていただければと思います。 

私からは、ダムが洪水にどう対処しようかという

ところだけをご紹介して終わろうと思います。 
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意見交換 

～ 発表・報告を受けて ～ 

 

【平山実行委員長】 

それでは最後のプログラムです。今日は、北上川

流域フォーラム実行委員長の㌷ྖさん、実行委員

会の運営委員会委員長の内田さんの３人でやりた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 

 

【平山実行委員長】 

まず、本日の活動団体の発表ですが、これまでは

川の環境や環境調査などが多かったのですが、今回

は川の多様な活用の報告がありました。その中で、

行政と民間が一緒に活動している姿が非常に目立ち

ました。確かに⣧⢋なボランティアであのような大

がかりな活動をするのは、経営的にも人的にも難し

くなっている。どうしても行政の予算と民間の技術

や現場の経験等をドッキングさせていかないと、川

づくりはうまくいかないという面と、行政も市民と

一緒にやるというスタンスが強まってきていると感

じました。 

一方、瀬川さんの話をお聞きしていると、30 年前、

我々もあの様に⣧⢋に市民による自律的な活動に取

り組んでいたことを思い出します。新井さんは年を

取っても変らないのですが昔は市民のボランティア

は市民らしく自律的な活動を行うことを目指してお

りました。印象的な２つの例を聞きまして、私たち

も官民の連携は大切にしながらも初心を忘れずに頑

張らないといけないなと思った次第です。 

また、石巻の「街づくりまんぼう」のⱉ谷さんは

震災が起きたときにちょうど東北大学の大学㝔２年

生で、復興のお手伝いで石巻を訪れました。災害か

らの復興に取り組むうちに石巻の魅力に引き込まれ、

地域づくりに専念しながら石巻で現在に至っている

方です。瀬川さんは東京ですが、ⱉ谷さんも名古屋

の出身です。地元の人がなかなか気づかないものを

他の地域の人が見つけてくれる。そういう力は地域

にとって本当に大きいなと思います。 我々、地元

自体のやる気がなければ、北上川流域の地域社会の

発展はないわけですが、やはりいろんな方の連携が

必要だとつくづく思ったわけです。 

行政からは今年の台風の報告がありました。9 月

に台風15号があって千葉で大停電があって、19号、

20 号と続きましたが、台風のサイズ、強さがᚑ来に

比べて非常に大型化してきたという印象があります。 

先程、斉藤事務所長の話しにもありましたが、ダム

は 24時間で計画雨量を考えていますが、台風のサイ

ズが大きくて降雨期間も長いということになれば、

᰿本的に外力の想定などを変えていかなければなら

ないのかと思います。 

我々国民や県民にとって、どのように対応、改ၿ

していければよいのか、そのあたりがなかなか分か

らない。そのあたりも国で検討されていると思いま

すので教えていただきたいと思った次第です。 

また、岩手のబ近所長、斉藤所長からは、かわ街

づくり、ダムの機能について分かりやすく教えてい

ただきました。魅力あるかわを活用した街づくりは

明るい話題で、どんどん事業をやっていただくのは

大歓迎です。 

また、盛岡のすぐ上流に四十四田ダムがあります
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が、盛岡を洪水から守る၏一の施設です。これまで

ダムの機能を発して大きな水害もなく盛岡を守っ

てきたことは本当に素晴らしいことだと思いますが、

盛岡の洪水に対する安全度はそれほど高くないこと

を我々は十分認識しながら、トータルに川と地域の

関わりを見ていかなければならないと思っていると

ころです。 

 

それでは最初のご挨拶でご紹介した「川でつなぐ

交流促進事業」について、今年の活動内容の報告を

まず小山さんにやっていただきたいと思います。会

場からもいろいろ意見をいただきたいと思いますの

でよろしくお願いします。 

 

【小山事務局長】 

今年度、来年度と「川でつなぐ交流促進事業」を

計画し、事前調査として、国交省のゴムボートをお

借りして３⯲で川下り調査を行いました。 

それについて整理した内容についてご説明します。 

日程は資料のとおり（１）から（４）の４回実施

し、１回目は８月 24 日、盛岡の南大橋から花巻の花

巻南大橋までの 46km の区間。２回目はその⩣日、到

着地点花巻から北上の展勝地までの 13km。３回目は

9 月 28 日、展勝地から平泉の高館橋までの 41km。４

回目は、北上市立博物館主催事業に連携し、川崎か

ら石巻の脇谷閘門の 43km です。 

 

内容については、初日は、まず集合後に出発ᘧを

行い、それぞれ３⯲に振り割って下り、昼食をとっ

てኤ方４時くらいに到着、ኤ方に意見交換会という

流れです。 

２日目は、花巻のフィールドライフクラブで散策

をしてから出発。展勝地に着いて昼食を取りながら

意見交換。３回目は、展勝地から高館橋下流の平泉

船着場まで。この日も同じく出発ᘧをして水沢水辺

プラザ学習交流館で昼食、意見交換会を行っていま

す。下って４時くらいに平泉船着き場に到着。ኤ方

交流᠓親会を行っています。４回目は、⩣日に一関

の川崎から石巻の脇谷閘門まで下っています。 

これは名⡙になりますが、３⯲の割り振りと陸部

㝲で合わせて 20 名くらいの参加。ボートの定員は６

人ですが、水位が低いこともあり５名ずつ乗ってい

ます。 

 

意見交換会は３回行っています。内容については

お配りしている資料にも記載していますが、来年度

に向けた話、今回体験した感想や気づいたことにつ

いてお話をいただきました。 

来年度の開催については、一般の方が乗れるよう

に、川だけではなくて周辺の自然歴史や文化なども

考えた方が良いなどいろいろあります。また、今回

の調査はコースを確認するという意味で、結構長く

乗っていましたので、途中の説明とかは乗った５人

の中で知っている人が説明している感じになってお

り、感想として一般の方を乗せるときはガイドが必

要ではないかともありました。 

９月 10 日に事前調査をしていますが、その時から
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雨が降っておらず、かなり水位が低く、途中降りて

押した箇所もありました。 

また、白鳥館㑇跡や水制工など川の㑇構があり、

そういう箇所の説明もあったら良いとか、下流域は

アクセスが難しい所があり、トイレの確保も必要で

はないかなど。 

川下りとは別ですが、河口清ᤲの交流は意義が深

い、川から陸を見るのは新鮮、川下りは人づくりの

プログラムになるなどの意見がありました。 

以下、会場の皆さんと情報を共有したいこともあり、

写真と動画でご紹介します。 

これは朝日橋から９月１日に下見をした時で、３

人で花巻まで下っ

た時の状況です。 

どこがどうなっ

ているのか確認し

ました。国交省のボートをお借りしましたので、船

の運搬はやっていただきました。この写真が使用し

たボートです。 

᠓親会、⩣日のフィールドワーク、川下り、花巻に

到着した時の様子です。 

動画もお見せします。こんな感じで、所々一緒に

なって話を聞いたりしながら下ってきました。展勝

地に入るところ、到着して⩣日再度出発、陸部㝲の

方は写真、所々撮っています。 

 

これはカワウで、鳥のフンで木の葉っぱが真っ白

くなっている。カワウが飛んでいる状況です。真っ

黒なかなりこういう⩌をなして飛んでおり、かなり

の箇所でありました。一日に何༉も川魚を食べるわ

けで、かなり魚が少なくなったという話も聞いてい

ます。 

これは水沢に到着した状況。展勝地での出発、᠓

親会の一関の様子。 

 

最後に４日目は川崎のインクラインからです。当

初は、ゆはず船を使って下る予定でしたが、水位が

低いので急㑉ゴムボートと和船で下ることになりま

した。これは、脇谷閘門で、閘門に入る手前の状況

で、これが入ったところ。かなり古い施設で文化財

になっています。水門の間に入った後上流の水門を

閉めて、下流の水門を開けると水位が下がり、船が

下流に行けるという構造で、ちょうど下流の水門が

開いた状況。すぐ下流の桃生船着き場で下船です。 

 

次に動画です。川は✜やかですが、所々激流っࡱ

い所もあり、こういう所は非常に楽しめます。波に

入っていきます。こういうような感じです。 

また、このような滝のような所があり、白⏿さん

に説明していただきながら、所々紹介もありました。

展勝地に到着するところです。動画は以上です。 

最後に実施に向けた課題。今回の事前調査の目的で
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もありました。 

 

まず、今回の川下りを計画にあたって検討した内

容を整理しました。 

まず実施時期。いつ、河川の水位によってかなり

内容も変わるということもあります。 

内容、連続でやるのか、周遊みたいにするのか、

あるいは地域ごとにするのか、川下りのその内容を

どういうパターンにするのかが一番大きいかなと思

います。 

コース、対象者、体験の内容。川下りだけなのか

周辺の地域も入れるのか。 

船の種㢮やスタッフ。船によって免許が必要な場

合とゴムボートみたいにスキルが必要な場合いろい

ろありますので、どういう船を使うか。 

あとはガイドがやはり必要ではということもあり

ました。陸とのアクセス。 

地域との協力関係で、自

治体あるいは活動や新メン

バー。そして上下流の連携

方法をどうするのか。今回

は意見交換、᠓親会も入れ

ています。 

そこで、来年はどうした

らよいのか、今回の良かった点も踏まえると、市町

村を跨いだことによって、それぞれの首長さんや行

政にも入って頂けました。᠓親会や新しい方や若い

方も入って、現場で共有できました。今回の事業名

は、「川でつなぐ交流促進事業」ですので、川で地域

をつなぐことから、来年も１市町村ではなく、市町

村をまたぐ内容にできたらいいのかなと思います。 

ただし、今回は下流まで下ることを目ᶆにして挑

戦したのですが、なかなかやっぱり長い。盛岡から

河口まで 200km ありますので、これをまた来年度通

してやるというのはかなりつらいというか厳しい。

それについては地域の協力が得られるような場所を、

何カ所か、１箇所なのか２箇所なのか、市町村を跨

いだコースを設定してやったらどうかと思います。 

今回は実行委員会がメーンで行いましたが、再年

度については地域の団体が中心となって実行委員会

は一緒に入って検討する形もありますし、バックア

ップを取るような形で、各地域で市町村をつなぐ内

容ができたらよいのではないかと思います。 

本当におおざっぱな提案ですが、以上です。 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございました。本当にご苦労さ

までした。 

６人乗りボート３⯲で出動させたのですが盛岡･

石巻間の約 200km のうち 160km くらいを下った。残

りの川下りが難しかったという状況です。今回の様

なイベントをやるにしても、機材は我々全然持って

いませんので、今回も岩手河川国道事務所のご協力

をいただきまして、このボートの上げ下ろしの経費

から全部含めて支援をいただきながらやっと進めて

きたわけです。 

各ボートには᧯縦者とセキュリティの人間を必ず

乗せていますけれども、そういう人の人件費等はボ

ランティア的なレベルで我慢していただきご協力を

いただきました。気楽に楽しんでいるように見えま

すけど、なかなか見えない船下りの準備と安全の確

保には大変な労力が必要です。 

こういうような経験を踏まえて、来年を活動計画
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について、先程、小山さんが紹介したことも一つの

案だとおもいますが、内田さんは現場の᧯縦責任者

としてで同行しましたので小山さんの言い足りない

ところや来年の企画についてご指ᑟをよろしくお願

いします。 

 

【内田運営委員会副委員長】 

はい、᧯縦責任というか、安全担当責任者をさせ

ていただきました。まず、楽しかった。一緒に下っ

た人は皆さん、ずっと参加して楽しいですよね、や

はり川を下るって。ああいう形で行政の方達と下っ

たというのは、ひょっとしたら 20 年ぶりかと思いま

す。 

交流会、石巻どころか東京まで内水面を下ったり

しましたが、そんな私としては 20 数年前でそんな経

験が今の活動につながっているので、やはりこうい

うつなぐ活動は大事だと改めて感じました。 

その中で、やはり私が一番気になったのは安全面。

川の活動は楽しいですが、事故があると、陸上での

事故とは比べものにならない大きなものになる。そ

の部分を何とか起きないようにする。そのためには、

瀬川瑛子さんも参加してくれましたけれども、川で

活動できる人間をやっぱり新しく育てていく、増や

していく必要が地域ごとに必要だと思っています。 

そういった動き、そういった意味でも何か自治体

との連携、あと川の活動、川を使った産業を始めて

いる中で川の達人とか、川で活動できる人間を育て

ていくということが、より必要だと思っています。 

そういう意味で、対象者、参加者をどうするかと

ありましたが、今回かしみの᪑で良かった、面白

かったですが、次世代につながる人が参加するよう

な動きが大事じゃないかなと思います。いきなり子

供っていうのも、もちろん良いですが、大学生とか

子育て中ファミリーということもあるかもしれない。 

それをじゃあ、どういった参加の仕方、募集の仕

方とか関わってくると思いますが、それぞれの流域

の関わる自治体ごとに、そこでのプログラムを作っ

てやっていってつなぐ。それに対して私たちができ

ることをちゃんとサポートしていく、そういうそれ

ぞれの味を出した方がつなぐ意味が出てくるかな࠵

と、私が今回下ってみて思ったりしました。 

 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございます。 

どんなことを我々が考えているか、少しは理解を

深めていただいたかと思いますが、今回参加した若

い方がいますので、少し振ってみたいと思います。 

⳥池さん、新井高広さん、どうですか。 

 

【菊池拓巳さん】 

岩手流域ネットワーキングの⳥池です。も今回

８月と９月の川下りに参加させていただきまして、

もう 40 ṓぐらいになり、まだ若いという感じで見て

いただいているんですけども。とりあえず流域連携

交流会の昔の活動とかあまりよく知らなくて、最近

活動に参加してきて、若い世代が少なくて、今回実

際現場で川下りをすることになって、だんだん若い

世代の人たちがフォーラムだけじゃなくて、現場で

一緒に活動できたフィールドライフクラブとか、そ

このつながりが若いときはあまりなかったので、や

ってみて凄いそれが大きかったかなと感じています。 
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たぶん昔、連携交流会やっていた方々も、現場で

一緒にやって絆が生まれてきたと思いますが、今回

やってみてそれが一番凄く感じました。 

今回は船外機であってもも落っこちたりしまし

て、さっき内田さんも言ったように、川を下ってみ

て、もし他の方をお乗せするのであれば、やはり安

全面は気をつけなければいけない。あとずっと下っ

て、景色が変わらないとあまり面白みが感じられな

かったので、そこもガイドの話の力にあると思いま

すし、一般の方を呼んで広げていくには、小山さん

も言った内容のまとめてきた中にもありますが、そ

ういうところも気にしていかなければいけないかな

と思いました。 

 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございます。 

新井高広さん。 

 

【新井高広さん】 

石巻のひたかみ水の里の新井高広です。 

自分の場合は小さい

頃から北上川流域を見

てきており、小さい頃は

別に分かって川に来て

いるわけではなく、ご存

じの方も多いと思いま

すが、∗親に連れられて

きて、結構そういうものでも小さい時の思い出とし

て上下流の子供キャンプ、子供達が上流から下流か

ら集めて行ったキャンプとか、結構面白かった思い

出がある。今回の川下りは、自分も十数年ぶりで下

りました。日程としては１番目の（１）の夜の᠓親

会からの参加と（２）から（４）まで、花巻から石

巻まで下りました。自分が中学の時もカヌーで川下

りを知ったので、１週間の川下りやって結構その思

い出が出てきたりとか面白かったです。 

皆様、年配の方、若い方、うちの∗親がもう 79

ṓになるので体力的には落ちてきていますが、やっ

ぱり思いは皆さん同じところあると思います。自分

もやっぱりこの上下流の流域連携もそうですし、水

辺の賑わいの場を作るとかいろいろな人に知っても

らいたいし、仲間になってほしいなと思っています。 

来年そういう風にやるのも、今回発表してもらい

ました瀬川さんとかⱉ谷さんとかね、県外からそこ

に住まわれてやったというかやってくれているとこ

ろもあり、結構関東圏の方にも川下りがあるんです

よーって言ったら、参加したい、是非ㄏってくれと。

自分よりも年上の方ですけれど若い方です。 

こうした遠方で川の活動をやっている方が興味を

示してくれる方がいるので、うまく引き込んでやる

のもまた一つなのかなと思います。そういう方があ

る程度経験者とかある程度の予備知識があり、分か

っているから参加しやすい、入りやすいのかなと思

いました。 

後は皆さん言っているように、来年度どういう風
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にするかを今後話していただければと思います。 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございます。 

今日は会場からもご意見出していただいて、事務

局で最終的な検討して方向を決めたいと思いますが、

会場の皆さん何か、来年も川下り続けたいと思いま

すが、先程の提案のようなご意見ございませんでし

ょうか。 

是非遠៖なく、言いっぱなしで結構ですので、ど

うぞご意見ございましたら話していただいたらと思

います。 

 

【新井偉夫さん】 

発表の方に質問があるので。 

 

【平山実行委員長】 

それは後で、ᐅしいですか。 それではబ近所長、

お願いします。 

 

【佐近所長】 

私も何日か参加させていただきましたが、非常に

久しぶりに舟に乗って楽しかったなと思います。な

かなか一気通貫で下っていくのは非常に難しいです

ので、先程お話しいただいたようにうちの船を活用

していただいたということで、かなりの苦労の部分

を軽減できたのかなと思いました。 

ただ、一方で今後実現化していくためにはある程

度の実現の可能性をしっかり㏣いồめていく必要が

あるかなと思いますし、これだけ課題が沢山ある中

で比較的簡単に解決できる問題もあれば、ちょっと

簡単に解決できない問題もあると感じましたので、

船に乗っている時にちょっとお話ししたのですが、

まず、区間ごとに、地域ごとに可能性の高いところ

から順番にやっていくことが重要だと思います。 

そういった人材がそろっているとか、比較的船の

出し入れがしやすいとか、そういった可能性の高そ

うな所から確保していただいて、実験的にしっかり

やっていただいて、今回のような一気通貫のものを

何年かに１回くらいまたやっていただいて良いんじ

ゃないかなという感じがします。 

例えば、盛岡市ではゴムボート下り大会ですとか、

一関の方ではＥボート大会とか様々なイベントをや

っていますし、そういうノウハウがたくさんあると

ころもあれば比較的そういったイベントの少ない市

町村もありますので、その辺りを考えながらできそ

うなところで是非ちょっとᢳ出していただいたらど

うかなと思います。 

 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございました。 

来年やるとすれば、やはり地域地域の自治体とい

うものが大きな役割になってしまうかと思いますが、

今日は奥州市、北上市、盛岡市の方がお見えになっ

ていますが、何かご意見ございませんか。 

 

【奥州市 小山課長補佐】 

奥州市ですが、先程来からのお話を聞いていて、

私どものほうでもやはり北上川の部分でいいますと、

私の記憶では 15㸪6 年位前かと思いますが、当時は

川下りというイベントを盛んにやっておりました。 

その際にはＥボート、ゴムボート等を準備して盛

んにやっていたものが、最近めっきりなくなったな
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と、いうところから、今回私がアップしていただい

たダムの活用と合わせて川連携、ダム連携そういっ

た部分を広く連携をしながら進めていければと感じ

ているところです。 

 

 

【平山実行委員長】 

また来年もお世話になるかもしれませんが、その

⠇はよろしくお願いします。他に何か、ちょっと時

間もありませんが、もしなければ先程の新井さんの

発言がありますので、そのとおりに回りたいと思い

ます。 

新井さんの発言が終わったら井山さんと北川さん

に全般的な印象をお話いただいて㌷ྖさんが締めて

終わりにしたいと思います。時間が 10 分ぐらい増え

るかと思いますが、よろしくお願いします。 

それでは新井さんどうぞ。 

 

【新井偉夫さん】 

平山さん、さっきの発表の中でね、岩手県の方は

船付き場を川沿いに造るとか、それから和船、木造

の船も、どこの予算で作ったのか、作る気なのか、

そういう状況が、実は宮城県の下流の方はそういう

船付き場とか船とかというのをまだ話が出ていない。 

だから岩手県は結構そういう話はあるんだけども、

宮城はない。 

それからもう一つはね、５大ダム。ダムのᔞ上げ

が話の中で出たようだけれども川に㈓まっている砂。

それを取る話は５大ダムの説明の中にはなかった。

ダムには砂は㈓まってないのかどうか。堤防のᔞ上

げで同じようなことを考えて、川のὸ瀬のὼ のこ

とは、一言も国や県から話はなかったなと。その辺、

分かるのであればお聞かせ願いたい。 

 

【平山実行委員長】 

２年前、石巻でかわまちづくりのシンポジウムを

行いました。石巻の河口部は今年すごいいろんな事

業が入って、中Ὢの対岸も凄くよくやったなと私は

思いました。 

北上川の上流部もゆっくりですが進んでいると、

私の印象はそうですけど。 

和船のお話が出ましたので、㜿部さんかどなたか、

和船の建造についてお話し下さい。 

 

【阿部 優さん】 

北上川に船っこを運航する盛岡の会の㜿部です。 

和船、うちらの方で、一昨年作ることができまし

たが、それは市民の方などから寄付をいただきまし

て 200 万円くらい集まりまして、その中で陸前高田

の船大工さんにお願いして作っています。 

ただ、流すとなれば問題は先程お話にあったとお

り、川に石や岩♋がいっぱいある。これは中々大変

だなと思っています。いろいろ協力していただいて

います。 

 

 

【平山実行委員長】 

⣸波でもごんべえ丸という和船を自分達で作って
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います。 

古⯓さんいません㸽 帰った㸽 

350 万円の寄付ですか。（会場から） 

 

【平山実行委員長】 

それでは、やはり今回の調査でも新井さんがご指

なさったように水辺プラザに砂もたまったり、あ

るいは河床が低下して上陸できなかったりなど船着

場の使い勝手がᝏくなっている所が、所々ありまし

たけども、砂をいじるのは大変難しいと思いますが、

舟運対応の航路のὼ ということは難しいんでしょ

うか、調査船のゆはずの運航もできない区間がある

ようで河川管理上も何か手立てが必要なのかなと思

ったところです。 

 

【斉藤所長】 

ダムの所長です。 

やはり河川、ダムには、土砂がどうしても付き物

で、たまるところもあれば削れるところもある。そ

れをコントロールできるのかというと、なかなかや

っぱり難しいです。 

ただ、さっきの洪水安全みたいな話の部分では、

ダムに当然たまれば機能が落ちてしまってその機能

を維持するために掘削して他のところに持っていっ

て対応することもやりますし、河川もいっぱいたま

ってしまったり、樹木がいっぱいなったりすると流

れづらくなりますので、そういった所を掘削する、

現在、⥭急三ヵ年事業で進めていますが、それだけ

で終わっては大変なので目ᶆをしっかり持って、そ

れ以降もしっかり管理をして機能をさせていく。ま

た皆さんご心配なところがあれば、ご相談いただい

て我々も確認した上で、優先順位をつけながらやっ

ていくことになると思います。 

それから船のところは、なかなか人間がすべてを

コントロールしきれないというところもありますが、

どのように上流から土砂の供⤥があって下流に行く

か、流砂系の調査をしてみたり、そういうメカニズ

ム的な検討などもしてはいますが、局所局所をどう

していくのかというのはなかなか難しいことがある

と思います。 

ただそこは、こういう風に船の利用とうまくマッ

チさせていくとか、当然われわれも大事な部分だと

思っていますので、一緒に◊✲したり、相談させて

頂ければと思います。 

 

【佐近所長】 

昨年、平成 30年に西日本雨がございまして、そ

の関係で⥭急的な予算で三ヵ年分だけですが、今斎

藤所長からいただいたように河道掘削の予算をいた

だきました。 

当事務所も、現在昨年度の予算で頂き、実際は今

年から工事をして、今回の川下りの中で河道掘削を

している現場を何箇所か見ることができました。 

河道掘削や樹木ఆ採ですが、これは基本的には治

水のためにやっていますので舟運のためではありま

せん。そこはちょっとなかなか難しいところで、例

えば今年、来年でも良いですが、舟運のための河道

掘削をやることができるかもしれません。 

ただ、舟運に絡むような船を通せるような河道の

ὼ というのは、結構᰿気よくやらなければいけま

せん。 

実は河口の で掘削をやっているところがたくさ

ん見られます。それはほぼ毎年大量の土砂を取って

います。 

もし舟運のためにやるとすると、予算要ồをしま

すがなかなか舟運のためとなりますと、ほぼお金が

つかないのが実態で、今回のように治水のための予

算ですと、ああいう風に全国的に大きな災害があれ

ば特別な⮫時の予算をつけていただくという状況に

なっていますので、例えばここは非常に舟運が盛ん
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で、ここをやらないとどうしても観光業が成り立た

ないとなれば、もしかすれば維持管理費で少しつけ

てもらえるかもしれません。現時点でḧしいといっ

ても東京の財務省ではなかなかつけてくれないのが

実態です。 

 

【平山実行委員長】 

はい、大変ごᑀな説明ありがとうございました。 

それでは時間が過ぎてしまいましたので井山さん。

短くお願い致します。その前に白⏿さんから発言が

あります。 

 

【白⏿誠一さん】 

できるだけႅらないよう

にしていましたが、実は今

日1H.の報道でブラタモリ。

あの河床下げているところ

があるのですけれど、そこ

の映ീと、豊沢川と北上川の映ീ。宮沢㈼治に絡め

て、今日放映される。㓇飲んでる場合じゃない（笑） 

あと、和船６人乗り、立派なやつですがもしほし

い方があったらおㆡりします。 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございます。 

それでは本当にៃただしくて申しヂありませんが、

井山さん、一言お願いします。 

 

【井山 聡さん】 

元胆沢ダムの井山です。本当 20数年前を思い出し

ます。 

舟運調査で川を下っていたのは本当に楽しくて、

㈆山運河くらいまで行かせてもらったことがありま

す。 

あの頃はまさに活動のⴌ芽期から成長期なので、

楽しいからやっている感じだったと思います。 

あれから 20 数年たって、ひととおりやって流域に

ある程度の種まきがされ、先程最初にあった発表の

中で新井さんの活動だとか、今発言された白⏿さん

のところの活動だとか、あるいは内田さんのところ

だとか、着実に持続性を持って地元に᰿付いてやっ

ておられる一連の積み立てのできたような川の活動

もありますし、そうじゃなくて立ち上がりで途⤯え

てしまっているものなど、この見えない部分も含め

まして、この 20数年の間一定の役割を流域連携交流

会、今は流域圏と言っていますが、果たしてきた、

その再⦅成や再構築、そういうものを目指されてい

るかと思います。 

だから「川でつなぐ交流促進事業」もあまり一気

通貫で舟運みたいなものをイメージされるよりは、

むしろ今日いくつか地域地域の発表がありましたの

で、地道な地元の力を活かした地元の特徴を前面に

出して、それで少しずつ活動を持続させていくもの

をつないでいく、地域地域で担い手がおって、それ

をつないだ結果として上流から下流までが繋がって

いくといった活動に持っていければいいと思うので、

あまり最初から全体をᢪえ込んでやろうと思わない

で、むしろ地域地域の活動の芽の出具合なり、今日

沿川の方々とも交流された自治体の方ともやりとり

があったというお話がありましたが、そういう中で

地域地域の活動の発掘、あるいは支援みたいなもの 

 

につなげていって、それで結果として全体が繋がる

ような川下りが実現する流れに持っていけないかな

意見交換 

88



というイメージを今日の会議全体を通じて感じたと

ころなので、引き続き皆さんと一緒にᚤ力ながら私

も加わりながらやっていきたいと思います。 

 

【平山実行委員長】 

はい、ありがとうございます。 

北川さんお願いします。 

 

【北川 明さん】 

皆さんの熱心な報告を聞きま

して、私も新たな気持ちになっ

たと思います。 

あのかわまちづくり、石巻、盛岡。あれだけ進ん

でおり、非常に心強く思っています。確かに盛岡の

顔、石巻の顔だと思いますが、北上川の顔にもなり

うる、と思っていますので、展勝地も含めて、展勝

地は首都圏とか春になると三大東北ᱜ名勝地と㈞り

出されます。角館とᘯ前と展勝地。そういう風に是

非、石巻も盛岡もなってḧしいと思っています。 

そのためにはどうしたらいいだろうか。たぶん展

勝地が始まった頃は地域の人たち、やる気になって

何かそういう盛り上がってかどうかは知りませが、

気持ちが一体となったと思います。 

是非、盛岡も石巻も首都圏なり、それからインバ

ウンドを含めてどうやっていい体験ができるかを考

えてもらって、是非新たな北上川の顔を作っていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

それからいろいろ事業的な川下りとかの他に、たぶ

ん知識だけの交流も非常に重要なのかなと思ってい

ます。 

例えば、今日は新井さんからこの北上水門の資料

をいただきましたが、たぶん南部⸬だってものすご

く北上水門のᜠ恵を被っているはず。ということは、

岩手の子供たちも勉強しなければならない話。岩手

のそういう北上川の他の地域を理解することによっ

て、自分たちのところもわかる、それが多分自分た

ちのりにつながる、そういう知識の交流会という

のは中々難しいかもしれませんが、是非これから必

要になると思いました。 

 

【平山実行委員長】 

はい、激励、ありがとうございました。 

 

それでは時間も過ぎていますので、意見交換はこ

れで終わることにします。 

最後に㌷ྖさんから。 

 

【軍司実行副委員長】 

私自身、積極的に川に入ると

いうことは、ほとんどありませ

んが、点と点をつなげていくこ

とは確かに大事なことだと思

います。 

 ல細なことでもいいので、地元に帰って自分ので

きる範囲で楽しみながら活動することです。いろい

ろな活動が流域のなかで行われているかと思います

が、それらが何かのきっかけで、ネットワークでつ

ながり、例えば地場産品とのコラボなどによって、

さらに地域が活性化して行く。投げられた石は一つ

かもしれませんが、次々と輪が連㙐していくことで、

気が付くと大きな輪が出来ているかもしれません。

先ずは小さくてもいいので、石を投げて見て下さい。 

 

【平山実行委員長】 

皆さんご協力ありがとう

ございました。 

これで終了します。  
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表 彰 式 

 

流域活動発表をいただいた６団体の中から、選考

委員４名（行政２名、実行委員２名）により、参加

者からの推⸀も参考に、奨励賞１団体、特別賞２団

体を選考し、賞として展勝地レストハウス提供の

北上川流域の物産を進࿊しました。 

 

 

 受賞団体 ڦ

① 奨励賞  

「私は如何にしてお金の心配をするのをやめて西和賀

を愛するようになったか」 

ネビラキ  瀬川 瑛子 氏 

 

 

 

② 特別賞 

「故郷の川を愛する子どもの育成をめざして～自然

体験の中から学ぶこと」 

石巻市立湊小学校 

校長 坂本 忠厚 氏 

 

③ 特別賞 

「石巻市・旧北上川における『かわまちづくり』の展望」 

(株)街づくりまんぼう 

 課長 苅谷 智大 氏 

 

 

【中村 選考委員】 

皆さん大変ご苦労さまでした。 

表ᙲにあたりまして、選考結果を発表いたします。 

まずは、発表されました６団体の皆様、大変お疲

れさまでした。また、日頃からのご活動に感謝を申

し上げたいと思います。 

皆さん、発表をお聞きになってわかったかと思い

ますが、非常に多岐の分野に渡っておりまして、自

然体験あるいは人材教育であったり、広域観光開発

的な話題もありましたし、自分の人生経験から富の

再配分といった形で、自然体験活動につなげている

方もいらっしゃいましたし、かわまちづくりと地域

計画との連携した活動報告もありました。 

非常に多岐に渡っておりまして、選定にたいへん

苦労しました。選定は優ຎをつけるわけではなく、

皆さんを応援できればという趣旨で選定させていた

だきました。 

また、皆さんからもご意見や推⸀投⚊をしていた

だきましたが、おもしろかったのは、丸を２つ付け

て下さいと言ったのですが、全部に丸が付けている

方もいらっしゃいまして、まさにそういうことだと

思います。どれも落ちて良いのはなくて賞を皆さん

に差し上げていただきたいというところでしたが、

例年３賞ということになっていますので、あえて選

考させていただきました。 

なかなか時間も押していますので、講ホは皆さん

のお聞きになった中にあると思いますので結果を発

表させていただきます。 

今後のますますのご活㌍と、今後の展開と期待を

込めまして表ᙲを終わらせていただきます。 

 

 

 選考委員 ڦ

東北地方整備局 河川環境課長 齋藤 茂則 

岩手県県土整備部河川課 総ᣓ課長 幸野 ⪷一 

実行委員会 運営委員長 中村  ᕑ 

実行委員会 委員 ᯽ ┾႐子 
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令和元年度 北上川『流域圏』推進交流会議 流域活動発表について 

 

６つの団体に発表をいただきますので、発表団体の中から、流域圏活動の参考となる

もの、一押しのところ、何かを感じたところなど、いいなと思う団体を２団体選んでい

ただきたいと思います。 

この選考は優劣を決めるものでは全くありません。選考委員（国１名、県１名、実行

委員２名の計４名）により奨励賞、特別賞を選考するための参考とするものです。 

 全国「いい川・いい川づくりワークショップ」では、川の「ǿカラモノ」に光を当て、

「“いい川”“いい川づくり”とは何か」を全国から集まった団体のグランプリ選考の過

程で議論していますが、その視点、評価のポイントを参考まで記載します。 

 

○ 発想・着眼評価 →“いい川”をめざすための斬新な発想や着眼、的確な視点についての評価 

○ 関わり評価   → 地域住民と川との豊かで良好な関わり合いについての評価 

○ プロセス評価 → “いい川”を育むための市民・住民参加や、さまざまな分野の人たちとの 

協働のプロセスについての評価 

○ 計画・技術評価 → 川らしさの保全や“いい川”回復のために工夫された計画手法や施工技術 

等についての評価や“いい川”を実現した技術に対しての評価 

 

限られた時間の中での発表となりますが、工夫を凝らし点、発表者の想いを感じ取っ

ていただければと思います。 

そして発表、意見交換、参加者との交流を通じて、新たな発見や取組へのエネルギー

を感じていただければ幸いです。 

 
 

㻺o 発表テーマ 発表者 推 ⸀ 

① 
「故郷の川を愛する子どもの育成を目指して～自然体験の中から 

学ぶこと」   石巻市立湊小学校 校長  坂本 忠厚 氏
 

② 「胆沢ダムを活用した広域による体験型観光の推進」 

 奥州市商工観光部商業観光課 課長補佐  小山 和彦 氏
 

③ 「サマーチャレンジ奥州 2019 つぶ沼キャンプ場カヌー体験」 

 (公社)水沢青年会議所 副理事長  浅利 祐輔 氏
 

④ 
「私は如何にしておの心配をするのをやめて西和賀を愛するよう

になったか」    ネビラキ  瀬川 瑛子 氏
 

⑤ 「石巻市・旧北上川における『かわまちづくり』の展望」 

(株)街づくりまんぼう 課長  苅谷 智大 氏 
 

䐤 「木伏緑地整備と今後について」 

 盛岡市都市整備部公園みどり課 課長  森 勝利 氏
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「北上川『流域圏』フォーラム」実行委員会規約 

 

（名 称） 

第１᮲ 本会は、「北上川ࠗ流域圏࠘フォーラム」実行委員会（以下「実行委員会」）と称する。 

 

（目 的） 

第２᮲ 実行委員会は「北上川ࠗ流域圏࠘フォーラム」を成ຌ⿹に実施し、その成果を実現するために   

流域圏マネジメント構想の試行を推進することを目的とする。 

 

（事 業） 

第３᮲ 実行委員会は前᮲の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 基調講₇、活動事例発表、パネルディスカッション、新たな形の提案、北上川ᐉ言の企画  

運営 

（２）流域交流調査の企画運営 

（３）北上川視察船の企画実施 

（４）北上川流域内の河川関係活動情報の収集・発信 

（５）北上川「流域圏」推進交流会議（仮称）の開催 

（６）その他「流域圏」推進に関わる取組の検討 

（７）その他大会の企画運営に関わる事㡯 

 

 

（委 員） 

第４᮲ 委員は関係河川管理者、地方公共団体、1P2 及び河川をフィールドとして活動し、当大会に参加

するㅖ団体ならびに流域貢献をすすめる企業、関連団体等をもって組織する。 

（１）実行委員長を置く。実行委員長は平山健一をあてる。 

（２）実行委員長を置く。実行委員長は軽石昇、Ṋ山文⾨及び㌷ྖಇ道をあてる。実行委員長

に事故ある時は、実行委員長がその職務を代行する。 

（３）実行委員会に┘事を置く。┘事は実行委員長が指名する。 

（４）実行委員会に運営委員を置く。運営委員長及び運営委員長は実行委員長が指名する。 

（５）実行委員会に事務局を置く。事務局長は実行委員長が指名する。 

 

（┘ 事） 

第５᮲ 実行委員会に┘事を置き、会計処理を┘査する。 

 

（委員会） 

第６᮲ 実行委員長は、実行委員会をᣍ集し、その議長となる。 

（１）実行委員会は次の事㡯をᑂ議決定する。 

       ① 事業計画や予算・決算に関すること。 

       ղ その他重要な事㡯に関すること。 

（２）実行委員会の議事は、出席者の過半数により決する。同数の時は議長がこれを決する。 
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（運営委員会） 

第７᮲ 運営委員会は下記の事㡯を協議・ᇳ行する。 

（１）実行委員会に付議すべき事㡯。 

（２）実行委員会の議決を要しない会務のᇳ行に関する事㡯。 

（３）実行委員会で決議した事㡯のᇳ行に関する事㡯。 

（４）その他実行委員会で必要と認めた事㡯。 

 

（事務局） 

第８᮲ 実行委員会事務局は、「�ᰴ�展勝地内」に置く。 

 

（会 計） 

第９᮲ 実行委員会の経費は次をもってあてる。 

（１）参加費 

（２）助成金 

（３）寄付金、その他の収入 

     

  ２㸬実行委員会の会計は、毎年４月１日～３月 31 日までを１会計年度とする。 

 

（解 散） 

第 10 ᮲ 実行委員会は、本会の目的を達成もしくは中止する事を決議した場合に解散する。 

 

（雑 則） 

第 11 ᮲ この規約に定めるもののほか、実行委員会の運営に必要な事㡯は、委員長が実行委員会に   

ㅎって定める。 

 

㝃 則 

１㸬 本規約は、平成 27 年７月１日の第１回実行委員会の議決を持って施行する。 

２㸬 本規約は、平成 28 年４月 27 日の第１回実行委員会の議決を持って施行する。 
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䚷䚷
北上川「流域ᅪ」フォーラム䚷

௧和元年度䚷実行委員会名⡙
実行委員

氏　名 団　　体　　名 役　職

委 員 長 平山　健一 北上川リバーカルチャーアソシエーション 会　長

副委員長 軽石　　昇 ガイア展勝の会 会　長

副委員長 武山　文衛 NPO法人りあすの森 顧　問

副委員長 軍司　俊道 NPO法人北上川流域連携交流会 代表理事

委　員 白石　定利 水と緑の環境フォーラム・ものう 会　長

委　員 柏　眞喜子 をんな川会議 事務局長

委　員 白⏿　誠一 北上川フィールドライフクラブ 代　表

委　員 内田　尚宏 一般社団法人いわて流域ネットワーキング 代表理事

委　員 古舘　雅晴 川を知る会 事務局長

委　員 村井　軍一 北上川に舟っこを運航する盛岡の会 会　長

委　員 吉田　達男 NPO法人北上川サポート協会 理事長

委　員 新井　偉夫 NPO法人ひたかみ水の里 代　表

委　員 佐近　裕之 国土交通省東北地方整備局 岩手河川国道事務所 所　長

委　員 佐藤　伸吾 国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所　 所　長

委　員 斉藤　喜浩 国土交通省東北地方整備局 北上川ダム統合管理事務所 所　長

委　員 幸野　聖一 岩手県県土整備部河川課 総括課長

委　員 大宮　　敦 宮城県土木部河川課 課  長

監　査 若林　治男 宮城建設株式会社 取締役副社長

運営委員

氏　名 団　　体　　名 役　職

委員長 中村　　巌 NPO法人北上川流域連携交流会

副委員長 内田　尚宏 一般社団法人いわて流域ネットワーキング 代表理事

委　員 菅原　惠子 NPO法人奥州・いわてNPOネット 理事長

委　員 佐藤 富美子 特定非営利活動法人ゆう・もあ・ねっと 代　表

委　員 齋藤　一公 NPO法人北上川流域連携交流会 事務局長

委　員 塚原　俊也 くりこま高原自然学校 校　長

委　員 金野　和則 NPO法人北上川サポート協会 事務局長

委　員 石村 　靖 国土交通省東北地方整備局 岩手河川国道事務所調査第一課 課　長

委　員 八重樫 博男 国土交通省東北地方整備局 岩手河川国道事務所工務第一課 建設専門官

委　員 佐々木 秀一 国土交通省東北地方整備局 岩手河川国道事務所調査第一課 専門調査員

委　員 齊藤  勝博 国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所調査課 課　長

委　員 大越　育美 国土交通省東北地方整備局 北上川下流河川事務所調査課 専門員

委　員 大菅　貴広 国土交通省東北地方整備局 北上川ダム統合管理事務所調査課 課　長

委　員 野崎　　弥 岩手県県土整備部河川課 河川海岸担当課長

委　員 長谷川 清人 宮城県土木部河川課
技術副参事兼

課長補佐（総括担当）

事務局長 小山　隆春 NPO法人北上川流域連携交流会 理　事

事務局 和賀　匡彦 ガイア展勝の会

事務局 佐井　　守 一般社団法人いわて流域ネットワーキング

事務局 菊池　拓巳 一般社団法人いわて流域ネットワーキング
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協 賛 企 業 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 















北上川『流域圏』推進交流会議 報告書 

令和元年度 

北上川「流域圏」フォーラム実行委員会（構成機関） 
  北上川リバーカルチャーアソシエーション、NPO 法人北上川流域連携交流会、ガイア展勝の会、 

(一社)いわて流域ネットワーキング、をんな川会議、川を知る会、北上川に舟っこを運航する盛岡の会、 

北上川フィールドライフクラブ、NPO 法人奥州・いわてNPO ネット、NPO 法人北上川サポート協会、 

水と緑の環境フォーラム・ものう、くりこま高原自然学校、NPO 法人りあすの森、NPO 法人ひたかみ水の里、 

国土交通省東北地方整備局 岩手河川国道事務所・北上川下流河川事務所・北上川ダム統合管理事務所、 

岩手県、宮城県 

 
  事務局：㈱展勝地 みちのく民俗村管理運営事業部 

     〒���-���� 岩手県北上市立花��-��-�   7(/ ����-��-����／)$; ����-��-���� 
                          (-PDLO� LQIR�ULYHU#NLWDNDPLJDZD�RU�MS 


